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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　今の状じよう況きようを整理しよう。

　平へい凡ぼん無個性の私・市いち位いハナが、どうして、こんな目にあう破目になったのか。

　どうして今、命の危険にさらされているのか。一度整理してみる価値はあるんじゃない？　そう私は自分自身に語りかけた。




　今考えれば、中学三年間を全すべて勉強に捧ささげ、名門聖アルテミス女学院に補欠合格した時から、私の人生は狂くるい始めていたのかもしれない。

　せっかく合格した学院での生活に、私はうまく馴な染じむことができなくて、ぼんやりと毎日を過ごしてた。

　私の支えになっていたものは三つ。二台持ちしているスマホとガラケー。

　淡あわい初はつ恋こい相手の担任教師・田た篠しの珠じゆ雲うんの声を聞くこと。そして容よう姿し端たん麗れいの超ちようお嬢じよう様さま同級生・稲いな沢さわはなちゃんをチラ見することだった。

「こうやって代わり映ばえしないまま、高校生活が過ぎていくのかな……」

　そんな事を思っていた矢先。私は田篠先生の手によって、同級生達と共に学校内に閉じ込められてしまった。

　それだけでも意味が分からないのに、なぜかケータイを使った『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』というデスゲームに参加させられることに……。

　ゲームに失敗したり、少しでも歯向かえば、田篠先生が操あやつる『飼育員』と呼ばれる男達に銃じゆうで撃うち殺される。そんな絶望的な状況に、私は置かれている。




　唯ゆい一いつの救いは、憧あこがれの同級生・稲沢はなちゃんとタッグを組めたこと。

　はなちゃんのおかげで、ここまでなんとか振ふりかかる難題をクリアできた。

　二つのゲームが終わって、同級生の城じよう野のモクハ（通つう称しようリッチ）・瀬せ繹ぬマイカ（通称ビッチ）・味あじ田たレイコ（通称パッチ）を仲間に加えて、私達は新たなゲームに挑いどんでいる。




　今やってるゲームは飼育員達と行う『花いちもんめ』。

　普ふ通つうの『花いちもんめ』と違ちがい、毎回ケータイで投票をして多数決で「ほしいあの子」と「いらないあの子」を決定する特別ルールがしかれている。ゲーム開始前、田篠先生から『五人の中から必ず一人脱だつ落らく者しやがでる』と聞かされて、私達五人の関係には、たちまちヒビが入ってしまった。

　今まで特になにも活かつ躍やくしていない私は、当然のようにビッチ達からターゲットにされて『いらないあの子』に選ばれてしまう。




　ジャンケンにも負けて飼育員側に加わることになって、絶体絶命。このままだと、多分私が脱落することになる。そこに待っているのは死だけだ。うん、整理したら余計絶望的な気分になってしまった。




　さぁ、一人で悶もん々もんとしている時間はもうおわり。そろそろ我に返って、現実を受け止めよう。

　ついさっき私は、飼育員の中に教育実習生である久く保ぼ賀が大だい治じと古こ寺じ正せい義ぎの姿を発見した。

　久保賀はこのゲームの秘密を知っていると語り出して……。






[image: 一章　座礁暗礁の真実]











「じゃあ教えてやるよ……俺の知ってるこのプロジェクトの秘密を」




　体育館の高い天てん井じように、真実を語りだした久保賀の声が響ひびき渡わたった。

　思わず後ずさったせいで靴くつ底ぞこが擦こすれて、キュッと床ゆかを鳴らす。それに同調するように、久保賀がヘヘヘッと楽しそうに声をあげた。

　どうやったら、そんな不快な笑い方ができるんだろう。やつの顔を、私は茫ぼう然ぜんと眺ながめていた。




　片方だけ吊つりあがった歪ゆがんだ唇くちびる。

　加か虐ぎやく的てきに歪んでいる、無む駄だに整えられた眉まゆ毛げ。

　面おも白しろいオモチャを見つけた子供みたいに爛らん々らんと瞳ひとみを輝かがやかせて得意げに私達の顔を見まわしている。

　ふとブレザーの袖そでをまくってみると、寒くなんてないのに、あまりの嫌けん悪お感かんからだろう。

　鳥とり肌はだがわきあがって全身で久保賀を拒きよ絶ぜつしていた。

　いますぐに、そのドヤ顔を思いっきりグーで殴なぐり飛ばしたい。

　でもそんなことができる訳もなく、私は癒いやしを求めるように、対たい峙じしているツインテールの美少女を見やった。




　はなちゃんは私の視線に気づくと安心させるように黒目がちの瞳を細めて、微笑ほほえんでくれる。その瞬しゆん間かん、彼女の周りが華はなやいで強こわ張ばった空気が解けていく。

　はなちゃんが飼育員側に並んでいる私に、

「私とハナは一いち蓮れん托たく生しよう、運命共同体ですから」

　そう言ってくれている気がして、こちらもぎこちなく微笑み返した。




　うん、だいぶ久保賀の毒素が薄うすれた気がする。

　そのまま他ほかの三人にも目をむけると、リッチ・ビッチ・パッチは固かた唾ずを吞のんで久保賀を見守っていた。

　訳も分からぬまま『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』なんていう頭のおかしいプログラムに参加させられて、どんどん同級生が消えていって……。

　なんでこんな目に遭あわなきゃいけないのか、その理由をみんな欲ほつしていた。

　早く、なんでもいいから私達に答えをちょうだい。

　一言も聞き漏もらさないように久保賀に耳を傾かたむけて目をつぶったその時だった。




「ぶはっ！」

　何がおかしいのか、久保賀が突とつ然ぜん吹ふき出してケタケタ笑い転げだしたのだ。




　とうとう完全に頭がいかれたか？




　戸と惑まどう私達を完全に小こ馬ば鹿かにした笑えみを浮うかべながら久保賀は言った。

「やっぱ教えんの、や～めたっ！」

　は？

　やめたって、何!?

　こいつ何言っちゃってんの!?
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　おちゃらける久保賀を、私は無言で睨にらみつける。

「あれ？　市位ちゃん、おこなの？」

　こいつ、『おこ』って言葉使いたいだけだろ。『おこ』とかちょっと古いんですけど。

　無理にこっちの言葉に合わせようとしている感じが更さらに怒いかりを増ぞう幅ふくさせていく。

「ねぇ、おこなの？」と続けながら、私の頰ほっぺたを突つつこうとする久保賀の手を勢いよく振ふり払はらう。

「ここまで期待させといて、それはないでしょ!?」

「そうだよ、ふざけんな！」

　啞あ然ぜんとしていたリッチが我に返って騒さわぎ出した。それに同調してビッチとパッチも文句を吐はきだしていく。

　私達の怒ど声せいが心ここ地ちよくて堪たまらないといった顔で久保賀は「だってさぁ～」と、お得意のブリッコをはじめ、口先を尖とがらせる。

「そんな風に期待した目で見られちゃ焦じらしたくもなるでしょ？」

　私は返す言葉が見つからずに、あんぐりと口を開けたまま固まっていた。

　駄だ目めだ、完全に久保賀のペースに持っていかれてる。




「……ホントは秘密なんて知らないんじゃないスか？」

　言葉が浮うかばない私に代わって、ビッチが特大のリボンをいじりながら声をあげた。

　口を尖らすのをやめて久保賀が「ん？」と、首をかしげる。そしてビッチに視線を合わせるように中ちゆう腰ごしになった。彼の顔は笑っているのに恐おそろしく冷たくって、さっきとは別の意味で鳥肌が立っていく。

「え、それどういう意味？」

　久保賀から発せられる威い圧あつ感かんに怯ひるみながらもビッチは言葉を続けた。

「だから何も知らないけど、マイカ達に言う事聞かせたくて噓うそついてるんじゃ」

　彼女の言葉は途と中ちゆうで遮さえぎられた。

　久保賀がビッチの額に拳けん銃じゆうを押し付けたのだ。




「言う事聞かせたいなら、もっと手っ取り早い方法あるでしょ。こんな風にさ」

　銃じゆう口こうでコツコツと額を小こ突づかれて、怯おびえたビッチは体を硬こう直ちよくさせている。

　一いつ瞬しゆんで恐きよう怖ふの波が私達を襲おそい、胸がしめつけられて呼吸が苦しくなる。

「心配しなくても、あとでちゃんと教えてやるから。分かったか？」

　久保賀の言葉にビッチは小刻みに首を縦に振った。

　それでも尚なお、彼は「本当に分かってる？」と、銃口をビッチの額に擦こすりつけ続けている。死を感じて恐れおののく私達の姿を見て、久保賀は完全に悦えつに入って興奮していた。

　ドＳというか鬼き畜ちく。サイテー最悪だ、こいつ。




「もういいだろ」

　古寺がうんざりとしたように久保賀に声をかける。

「へいへい」と古寺に素す直なおに従って、久保賀は銃をしまう。そしてニッコリと無む邪じや気きな笑みを私達に振りまいた。

「ってことで、ゲーム再開ね！」

　久保賀と古寺がそれぞれの列に戻もどり、みな渋しぶ々しぶ両りよう隣どなりと手を繫つなぐ。

「なんか楽しくなってきたね、ねぇ稲沢さん！」

　ニマニマといやらしく笑いながら久保賀は、はなちゃんに声をかけた。

　はなちゃんは無言のまま、彼の言葉を無視している。

　可愛かわいい子にチョッカイを出したくてしょうがないらしく久保賀は、はなちゃんの顔ばかりを眺ながめている。

　お前のことなんか、はなちゃんが相手にする訳ないだろ、バーカバーカ！

　心の中で悪態をついているうちに、花いちもんめの歌が始まった。




「♪勝って嬉うれしい花いちもんめ」

　私の手を引っ張り、飼育員達が声を張り上げる。

「♪負けて悔くやしい花いちもんめ」

「はい、以下省略！」

　先ほどと同じように久保賀が言葉を切りあげる。

「さ、投票タイム。さっさと『ほしいあの子』を投票しちゃってね」

　久保賀の指示に従うのは癪しやくだけど仕方ない。私は言われたとおりにスマホを取り出す。

　スマホの画面には、もうお馴な染じみとなった投票ページが表示されていた。




『どの子が欲しいですか？　投票してください。

　飼育員Ｂ　飼育員Ｃ　飼育員Ｄ　飼育員Ｅ　市位ハナ』




　ちゃんと私の名前が記されている。

　しかも驚おどろいた事に、私にも投票権があるようだ。

　これってどういう事？　さっき久保賀が言っていた『第一次面接の本当の狙ねらい』っていうのに、関係あるんだろうか。




「また俺がボタン押してあげよっか？」と、久保賀がニヤついた顔を向ける。

「……アンタちょっと黙だまってて」

「あ、無理無理。俺、古寺の分も喋しやべんないといけねぇからさ、な？」

　そう問いかけられても古寺は言葉を発せず、俯うつむいたままだ。ベラベラ喋られるのもイラつくが、人形のようにダンマリを決め込まれるのもイラつく。

　私は迷うことなく自分の名前をタッチした。

　その瞬しゆん間かん、私の心臓がバクバクと暴れ始める。

　久保賀の秘密も、もちろん気になるが、今の私の頭の中はジャンケンで頭がいっぱいだった。だって次のジャンケンでみんなの元に戻れるかが決まるんだもん。

　さっきは裏をかきすぎて負けちゃったけど、ジャンケンの法則に従って、ここはチョキを出すべきかな。いや、裏の裏をかいてグーか？

　そんな私の脳内作戦会議は久保賀の一言で簡単に打ち砕くだかれた。

「あ！　分かってると思うけど、みんな古寺に入れてね」

「へ？」

　思わず声をあげた私に久保賀は同情の視線を向ける。

「え、何？　もしかして自分が選んでもらえると思ってた？」

　えぇ、ばっちり思ってましたけど？

　なんて言えるはずもなく私は唇くちびるを嚙かみしめた。

「残念。でも俺古寺が仲間になんなきゃ、秘密喋る気ないから」

　久保賀の一言でリッチ・ビッチ・パッチの顔色が変わる。

　三人は顔を見合わせて、私を気にせずにヒソヒソと相談を始めた。

「ねぇ、どうすればいいの？」

「どっちにいれる？」

　彼女達の言葉の端はし々ばしが漏もれ聞こえてくる。

　三人のヒソヒソ話なんて教室で見慣れているはずなのに。

　目の前の光景にグサグサとダメージを受けている自分がいる。

「こんな至近距きよ離りで内ない緒しよ話ばなししなくても」

　私は思わず毒づいた。

「……もう話してる内容とかバレバレだし」

　そう呟つぶやいてからハッと我に返った。

　慌あわててみんなの顔色を窺うかがってみる。ボソボソと喋ったせいで、誰だれにも聞こえなかったみたいだ。ほっとしつつ、予想以上に傷ついている自分に驚いてしまう。

　みるみるうちに荒すさんでいく心を鼻で笑いながら、私は彼女達の密談が終わるのを待った。




　結論がでたようでパッチが申し訳なさそうな目線を、私に向けてくる。

「ごめんね、久保賀先生がああ言ってるから」

　その後も彼女の言い訳が続いたが、どれも頭に入らず右耳から左耳へと流れていった。ビッチは特大のリボンを直しながら、はなちゃんの肩かたに馴なれ馴れしく触さわった。

「ていう事だから、はなっちも古寺にいれてね」

「嫌いやです」

　はなちゃんは間かん髪はついれずに言い放った。そして、ビッチの手を振ふり払はらうように長いツインテールを撫なでると、はなちゃんは天使の微笑ほほえみを私に向けた。

「ハナ以外に『ほしいあの子』はいません」

　やばい、泣きそう。

　口を開いたら涙るい腺せんが崩ほう壊かいしそうで、私は馬ば鹿かみたいに頷うなずき続け、はなちゃんに感謝の気持ちを表した。不服そうなリッチが髪かみの毛を指先に巻きつけ始める。彼女のフレンチネイルはすっかり先っぽが剝はがれおちて、なんだか痛々しかった。

　不ふ機き嫌げんになったリッチに代わり、パッチが、はなちゃんを説得しにかかる。

「でも、古寺先生を選べば秘密を教えてもらえるんスよ？」

「ハナを犠ぎ牲せいにしてまで欲しい秘密なんてありません」

　今度はビッチが口を開く。

「どうせ多数決で、古寺先生に決まっちゃうのに？」

　しかし彼女の言葉にも、はなちゃんは揺ゆるがない。

「たとえそうでも、私はハナを選びます」

「いい加減にして[image: !!!]」

　巻きつけた髪の毛を指からスルスルと外しながら、リッチは声を張り上げた。

「そうやって自分だけ良い子ぶらないでよ！」

　それが彼女の本音なんだろう。

　私を見捨てようとしている自分達が悪者にならないように満まん場じよう一いつ致ちで古寺を選びたいんだ。ふざけるなと思いつつ、彼女の考えもなんとなく分かってしまう。

　誰だって悪者になりたくないもん。




「そろそろ投票してくんないかな？」

　退たい屈くつそうに欠伸あくびをしながら久保賀が口を挟はさんだ。

「まぁいいじゃない？　誰に投票するかは自由だからさ」

　リッチは不満そうに「でも」と反論しかけるが、久保賀が腰こしの銃じゆうに手を掛かけたのを見て、黙ってスマホ画面をタッチしはじめる。

　投票が終わる間、久保賀はイヤらしい笑えみを湛たたえたまま、はなちゃんの周りをグルグルと歩き回った。

「稲沢さんは、何が何でも市位ちゃんを選びたいんだよね。それは美しい友情なのかな？　それとも、どうしても秘密を知りたくないのかな。どっちなんだろうね」

　え、秘密を知りたくないって？　それってなんのこと？




　俯いていたはなちゃんは、やっと視線を久保賀に合わせると無言のまま彼を睨にらみつけた。

　目が合ったのが嬉うれしいのか、久保賀は更さらにテンションを高めていく。

「そんな顔しても可愛かわいいなんて、美人は得だねぇ。神様って不平等だって隣となりにいて思わない、市位ちゃん？」

　久保賀の失礼すぎる発言もスルーできるくらい、『秘密』という言葉が胸にひっかかりすぎていた。




　はなちゃんの秘密を、なんでアイツが知ってるんだろう。

　一応教育実習生だし、生徒の知らない情報を持っていたっておかしくないだろうけど、なんか面おも白しろくない。うん、胸の奥がチクチクする。

　ていうか私、はなちゃんの事全然知らないし。知ってる事っていえば、マカロンが大好きな所くらいじゃん。

　……いや、やめた。これ以上考えても仕方ない。

　私は逃にげるように、思考を強制ストップさせると、スマホの画面をタッチした。そこには既すでに投票結果が表示されている。




『投票結果がでました。

　三票獲かく得とくした飼育員Ｃさんが「ほしいあの子」に選ばれました』




　予想通りの答えが、そこには表示されていた。古寺は選んでもらった感謝を示すことなく無言で列から離はなれて、一歩前に歩み出る。

「さ、ここからが本番だな」

　久保賀はリッチ達の顔を見まわした。

　そうだ、続いて『いらないあの子』の投票が待っている。スマホには新たな投票ページが既に現れていた。




『いらない子は誰ですか？　投票してください。

　味田レイコ　稲沢はな　城野モクハ　瀬繹マイカ』




　さきほどと同じで、久保賀の名前は表示されていない。

「市位ちゃんは休きゆう憩けいね」

　久保賀が言ったのと同時に私のスマホには『投票が終わるまでしばらくお待ちください』というメッセージが映し出された。

　飼育員側にいる私には、いらない子を選ぶ権利がないらしい（変なシステム！）。

　突とつ然ぜん蚊か帳やの外に置かれた私は、投票結果が出るのを見守るしかできない。




　さきほどのように密談が始まるかと思いきや、リッチ・ビッチ・パッチは目配せをするだけで一言も言葉を発さない。

　もう、はなちゃんを選ぶという事で三人の心はきまっているのだろうか。

　その横で、はなちゃんは「どれにしようかな」と、指を動かしている。




「はい、投票終しゆう了りよう～！」

　久保賀の言葉を聞き、私は素す早ばやくスマホ画面に目を向ける。

　そこに表示された文字が信じられず「え、うそ!?」と思わず呟つぶやいた。




『投票結果がでました。

　二票獲得した味田レイコさんと稲沢はなさんが「いらないあの子」に選ばれました』




　はなちゃんはともかく、なんでパッチの名前まで書いてあるの？

　視線を向けると、パッチは茫ぼう然ぜんとした様子でスマホ画面を見つめている。

　彼女が困こん惑わくするのも当然だ。

　だってさっきの感じは、リッチ・ビッチ・パッチは全員揃そろって『稲沢はな』に投票するって流れだったもん。

　はなちゃんがパッチに一票入れたのは確実として、残り一票を入れたのはリッチなのかビッチなのか。

「私ははなっちに入れたよ」

　すかさず声をあげたのはリッチだった。

「マイカだって、はなっちに入れたよ！」

　ビッチも慌あわてて言葉を続ける。

　どっちの言葉を信じていいのか分からないんだろう。

　パッチは不安げに二人の顔を見つめている。

　リッチかビッチ。

　どちらかが噓うそをついているのは、確かだ。

　信じていた友達の裏切りに、パッチの瞳ひとみには涙なみだが滲にじんでいる。気まずい空気が流れる中、はなちゃんが平然と口を開いた。

「どちらかが押し間ま違ちがえてしまったのかもしれませんね」

「そう、なのかな」

　納なつ得とくいかない様子のパッチは、そのまま俯うつむいてしまう。

　そりゃ納得なんてできる訳ない。はなちゃんの言う通り、誰だれかの押し間違いなのか、今後の展開を想定しての戦法なのか。結論なんて出しようがないんだもん。

　はなちゃんはそのまま列の前に出ていき、久保賀に尋たずねた。

「二人が選ばれた場合、どうするのですか？」

「ん～、どうすっかなぁ」

　久保賀はピアスの穴だらけの耳たぶを触さわりながら「じゃあ君」と、はなちゃんを指さした。

「なんか味田を残しといたほうが面白そうだし」

　久保賀の言葉にほっとしたように、パッチはその場に蹲うずくまる。

「良かったぁ～！」

　ワザとらしく歓かん声せいをあげてリッチとビッチが、パッチに抱だきついた。パッチは複雑そうに微笑ほほえんで「ありがとう」と、呟く。

　素す直なおに喜べるはずがないよね。本当に、はなちゃんが言うように押し間違いならいいけど。そうじゃなきゃ、どっちかはパッチに投票しておきながら今、彼女に抱きついているってことだもん。

　こんなクソみたいなゲームを考えた奴やつは一体誰なんだろう。

　きっと死ぬほど性格の悪い、久保賀を三倍駄だ目めにしたようなロクデナシに違いない。




「では、私がジャンケンをすればいいんですね」

　はなちゃんの言葉に久保賀は「そ～いうこと！」と頷うなずく。

　彼の理り不ふ尽じんな選せん択たくを受け入れて、表情ひとつ変えずに古寺の前に歩み寄った。

「では、お願いします」

　古寺は無言で頷くと、すっと長い右みぎ腕うでを伸のばした。

「「最初はグー」」

　二人の声が綺き麗れいに重なり合う。

「「ジャンケンポン」」

　古寺が出したのはチョキ。はなちゃんが出したのはグーだった。




　はなちゃんの勝利である。




「良かったぁ～！」

　今度は私が歓声をあげる番である。

「凄すごい、凄い」と両手を叩たたく私に向かって、はなちゃんは少し困った表情を浮うかべる。

「ハナが戻もどってこれる訳じゃないのに」

「そうだけど、でも凄くハラハラドキドキしてたから」

「ハラハラドキドキ？」

「うん、はなちゃんがジャンケン負けちゃったらどうしようって。私の手、汗あせでビショビショだもん」

「ビショビショって」

　私の言葉がツボに入ったのか、はなちゃんは「ぷぷぅ」と天使のラッパを鳴らした。

　このまま笑い続けられたらどうしようと不安だったけど、

「はい、そこ！　それ以上、イチャつくの禁止～」

　と、久保賀が割って入ってきたせいで、はなちゃんの笑いはピタリと収まった。




　ニヤニヤと久保賀は、はなちゃんの顔を覗のぞきこむ。

「凄いねぇ、ジャンケンクィーンって呼んであげるよ」

　そんなクソダサい称しよう号ごう、はなちゃんにつけんじゃないよ。

　久保賀の発する一言一言に腹を立てているせいか、なんだかドッと疲つかれが襲おそってきた。

　一日久保賀といるだけで五キロは瘦やせそう。

　いいダイエットになるわ、なんてふざける余よ裕ゆうは今の私には無い。




「てことで、晴れて古寺が仲間に加わりました。拍はく手しゆ！」

　久保賀はそう言って、拍手をせがんだ。

　リッチ達は仕方なくパチパチと手を叩いている。いつの間にか、古寺は久保賀の隣となりに移動してるし、私は飼育員側にポツリと残されちゃった。

　はなちゃんが勝って嬉うれしいけど、それは同時に久保賀を喜ばせるって事を忘れてた。

　なんか癪しやくで、私は小さく舌打ちをする。




　テキトーな拍手を終えたリッチが、久保賀の顔を窺うかがいながら恐おそる恐る尋ねた。

「なら教えてくれますか、先生の知ってる事」

「城野は、知りたがりさんだなぁ」

　久保賀は歪ゆがんだ笑えみをリッチに向ける。

　リッチは青ざめながらも「お願いします」と、頭をさげた。

　彼女の大きな両目には「生き残りたい」という文字がデカデカと表示されている。リッチに続いてビッチとパッチも彼に頭をさげた。

　その横で、はなちゃんは三人に全く興味をしめさず前まえ髪がみのヘアピンの位置を直している。

　凄い強い子だなと思いつつ、私は、はなちゃんみたいに「興味ゼロです」なんて装よそおえない。私だって、生き残りたいし秘密を知りたい。

　でも、あんな奴に頭なんてさげたくないと思ってしまう。こんな状じよう況きようになっても私はどっちつかずの中ちゆう途と半はん端ぱだ。自分のチンケなプライドに戸と惑まどいつつ、私は彼女達の行く末を見守る。




　彼女達の姿に満足したのか久保賀は両手でＯＫサインを作った。

「いいよ。教えてあげる」




　嬉しそうにリッチは笑みを浮かべて得意げに、はなちゃんに視線を向ける。

「私のおかげよ」と自じ慢まんしたかったんだろうが、はなちゃんはリッチを気にせずにピンを直し続けていた。こういう無言のやりとりを見せられる傍ぼう観かん者しや（主に私）の事も考えてほしいよ。

「じゃあ、今度こそ発表します。俺の知ってる秘密を！」

　ダラダラダラダラッと、彼は口でドラムロールの真ま似ねをし始めた。

　それを呆あきれた様子で眺ながめていた古寺に、久保賀はチラチラと目配せをする。

　最初は無視していた古寺だったが、いつまでもドラムロールが終わらず仕方なしという感じにボソリと「ジャンッ！」と久保賀の発する騒音を締しめくくった。

　満足そうに微笑んだ久保賀は口真似をやめると、他ほかのグループにも聞こえるような大声で叫さけぶ。




「発表しま～す！　お前たちを苦しめている、このクソみたいなゲームの考案者の名前は…………い・な・さ・わ！　『稲沢』で～す！」




　え、それのどこが秘密なの。

　思考が追い付かず、最初は言っている意味が分からなかった。




　……あれ？




　稲沢って、はなちゃんの名字だよね？

　体育館全体がざわめきだし、不ふ穏おんな空気が充じゆう満まんしていく。みんなの視線が、はなちゃん一人に注がれていく。はなちゃんは私とも目を合わせてくれず、口を噤つぐんだままだ。

「なぁ～んか、聞き覚えがある名字だよねぇ？」

　久保賀は笑いが止まらないらしく、息苦しそうに顔を歪める。

「そうだ。稲沢はなさんって子いるよね」

　彼はワザとらしく、はなちゃんを指さした。

「稲沢さんのお父さんって、たしかお偉えらい政治家さんだよね。あれあれ、なんか関係あるのかなぁ？」

　田篠先生顔負けの酷ひどい演技を披ひ露ろうした久保賀は、しきりに首を傾かしげ続けている。

「……おいてめぇ、どういうことだよ」

　ビッチがポニーテールを揺ゆらしながら声を荒あらげた。

　さっきまで「はなっち」って呼んでたのに。今は「おいてめぇ」だって。

　潔いさぎよすぎる掌てのひらの返しっぷり。

「ただの偶ぐう然ぜんだよね、はなちゃん？」

　尋たずねても彼女は俯うつむいたまま言葉を発しようとしない。

　徐じよ々じよに彼女に向けられる視線に敵意が籠こもっていく。




「あぁ……なんか全部納なつ得とくだわ」

　ゆるふわパーマを指に絡からめながら、リッチは本日のベストスマイル賞に選ばれそうな笑顔を浮かべている。

「全部知ってんでしょ、答え。だからどんどん一人で正解できちゃってんだ」

「モクハっち、まだ決まった訳じゃないから」

　そう言うパッチも、はなちゃんに疑ぎ惑わくの目を向けている。

「このゲームの事、最初から知ってたんでしょ、知ってて私達を巻き込んだんだ？」




　リッチの言葉に頭に血がのぼり、私は声を荒げた。

「そ、そんな訳ないじゃん！」

「本当にそう言いきれんの!?」

　リッチに凄すごまれて、情けない事に言葉が続かない。彼女は更さらに私に刃やいばを向けてくる。

「アンタこいつの何を知ってんの、知ってんなら言ってみなよ？」

　さっき自分が考えていた事を改めて問われて、私は完全に打ちのめされていた。瞬またたく間に私をやっつけると、本題に入るようにリッチは、はなちゃんに問いかけた。

「で、どうなの稲沢さん」

　リッチは水を得た魚みたいに、はなちゃんを追いつめていく。

　彼女は多分、はなちゃんの事が嫌きらいなんだ。

　入学当時グループに入らなかった時から、ずっと。

　だから『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』で活かつ躍やくするはなちゃんが、ずっと気に入らなかった。ずっと怒いかりを心に溜ためていたから、そんな言い掛がかりができるんだ。

　次々とリッチへの悪口が頭に浮うかんでは消えていく。
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　黙だまっているはなちゃんに、私は再び声をかけた。

「はなちゃん、違ちがうよね？」

「……知ってました」

　噓うそでしょ？

　彼女の言葉を受け入れる事ができず、完全に頭がフリーズしてる。

　再起動することを拒きよ否ひしている。

　グワングワンと揺れる視界の中で、はなちゃんは言葉を続けた。

「知っていました……この『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』の存在は」

「へ、存在？」

　完全にキャパオーバーした私の脳みそは今にも爆ばく発はつしちゃいそう。そんな私を宥なだめるように、はなちゃんは柔やわらかな口調で話しだした。

「分からなくて当然です。ですから……今から、全すべてをお話しします」

　言葉を切って、彼女は大きく息を吐はきだした。

「まず言っておきたいのは、私は父である稲沢雄ゆう三ぞうと数えるほどしか会ったことがありません……彼は財力と名声の為ために母と結けつ婚こんしただけ。家族としての触ふれあいは幼い頃ころから皆かい無むでした」

　なんの話が始まったのか分からず、みんな顔をしかめていた。リッチに至っては、聞こえるように舌打ちを繰くり返している。

　はなちゃんはそんな彼女達の反応を無視して話し続ける。

「ですから父から何か情報を知りえるのは不可能なのです。では何な故ぜ、『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』について知っていたのか……それは、私の兄がこのプロジェクトの被ひ害がいにあったからです」




「はなちゃん、お兄さんがいたんだ？」

　特に深く考えず私は相あい槌づちを打った。

　するとすかさず、「いたんではなく、いるんです」と、はなちゃんは私の言葉を正す。

「まだ遺体は発見されていませんから……過去形にはできません」

　はなちゃんの一言で背筋が凍こおる。

　それはビッチも同じだったのだろう。

　彼女は二の腕うでをさすりながら、はなちゃんに疑問をぶつけた。

「遺体って、つまりお前の兄ちゃんは……」

「えぇ、七年前に突とつ然ぜん姿を消しました。突とつ如じよ学校で失しつ踪そうしたきり、未いまだに消息は不明です」

　ビッチは頭を抱かかえて、必死に小さな脳みそで思考を展開させていく。

「ちょっと待って、じゃあなんで被害に遭あったって分かんだよ」

「……兄のロッカーに携けい帯たいが残されていました」

　はなちゃんの眉み間けんにうっすら皺しわが刻まれる。

　お兄さんのことを口にする度、彼女の顔は痛みに耐たえるように歪ゆがんだ。

「強い衝しよう撃げきを受けたようで起動はしませんでしたが、一部データだけは抜ぬきだすことができました」

　はなちゃんは言葉を区切っては、深く息を吸い上げて気持ちを落ちつけているようだった。

　そんな姿の彼女を見るのははじめてだ。見ているのが辛つらくて目を逸そらしたくなるけど、私は必死に耐えて彼女の顔を凝ぎよう視しし続けた。

「抜きだしたと言っても、そこに残されたのはひらがなの羅ら列れつだけ。データも壊こわれていて母は大変落ち込んでいましたが、私には分かっていました……それが兄と私の暗号だって」

「暗号？」

　私に向かって、はなちゃんがコクリと頷うなずく。

「兄は小さい頃からクイズや推理ゲームが大好きだったから、よく二人で探たん偵ていごっこをして遊びました」

　そういうと彼女は、ほんの少しだけ口元に笑えみを浮かべた。

　お兄さんとの思い出を懐なつかしむ、その微笑ほほえみはいつも見せるクールなものじゃなくて、子供っぽい無む邪じや気きなものだった。

　はなちゃんはその笑みを絶やさぬまま、暗号について語り始めた。

「私の名前を数字にすると８・７でしょ。それを使った言葉遊びなの……頭に五十音表を思い浮かべて？」

　はなちゃんは両手を使い、八本の指を折り曲げながら言葉を続ける。

「最初に書かれた字が『け』だったら『け』から八つ戻った文字を言うの。八つ戻ると、く、き、か、お、え、う、い、『あ』の『あ』が正解」

「二番目に書かれた文字が『け』の場合、七つ戻った文字を言う。く、き、か、お、え、う、『い』の『い』が正解。こうやって書かれた文章を八つ戻し、・七つ戻しって交こう互ごで読んでいくの。ナケセと書かれていたら正解は『スイカ』になるの。……分かる？」

「……なんとなく」

　本当は全然ピンときてなかったけど、話を前に進めたくて小さな噓をついた。
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「その暗号に従って、私は兄の残したメッセージを書き起こした……そこにはこう書かれていました」

　何度も読んで、暗記してしまったんだろう。

　彼女はすらすらとお兄さんの暗号をそらんじてみせた。

「おうごんたまごのしゆうしよくかつどうけいかく、まきこまれる、ともはしんだ、しいくいんからにげろ」

　私は言われた言葉を、脳内で変へん換かんしていく。

　『黄金卵の就職活動計画、巻き込まれる、友は死んだ、飼育員から逃にげろ』




　はなちゃんは涙なみだを堪こらえるように一度目をきつく瞑つぶった。

　再び目を開くとほんの少し赤くなった瞳ひとみをまっすぐ私に向ける。彼女は私にだけ話しかけるように、口を開いた。

「兄がどんな目にあったのかは分からない、でもおかしな事件に巻き込まれたのはたしかなの……どんな酷ひどい事をされたんだろう。それからしばらくは携帯を見る度たびに、兄の姿と恐おそろしい情景が頭に浮うかんで涙が出て……だから我が家では私が携帯を持つことは禁じられました」

　あぁ、だからケータイ持ってなかったんだ。

　平然としているけど、もしかすると今でも携帯を触さわるのが辛かったりするんじゃないかな。私のガラケーのせいで不快な思いをしていないといいけど……。

　こんな状じよう況きようだっていうのに、気がつくと私は彼女の心配ばかりしている。




　はなちゃんは、私から目を逸らすと、手の中のガラケーをそっと撫なぜた。

「兄は何か恐ろしい事に巻き込まれた、『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』という、ふざけた名前の何かに……大人に暗号の話をしても、誰だれも信じてくれなかった」

　はなちゃんは静かに息を吐はき、言葉を続けた。

「……変な事を言うんじゃないと叱しかられたり、精神を病やんだんじゃないかって疑われたりするうちに、このことを誰かに話す事はなくなったけれど」

　淡たん々たんと語っているけど、この七年間沢たく山さん辛い思いをしてきたんだろう。

　ガラケーを持つはなちゃんの手は、微かすかに震ふるえていた。




「……辛いこと、思い出させちゃったね」

　私が言うと、はなちゃんは少し目を潤うるませて、コクリと頷いた。

「兄を失ってから、事件の真相だけを追い続けて生きてきた。そしてなんの因果なのか、兄が巻き込まれたゲームに、こうして私は参加させられている……これが真実よ」

　はなちゃんは、今度は冷たい視線を送り続けるリッチに言葉を向けた。

「だから、存在を知っていたかと言われれば答えはイエス。『面接の答えをすぐ導き出せたのはなぜか』と言われれば、それは幼い頃ころに兄としていた言葉遊びのおかげでしょう」




「……そんな変な話信じられる訳ないじゃん！」

　リッチは彼女を拒きよ絶ぜつするように声を荒あらげた。

「怪あやしすぎるよ、アンタ。存在を知ってたなら、なんで言わないの、黙だまってるなんてやましい事がある証しよう拠こでしょ？」

「喋しやべっても役に立たない情報だったので」

「違ちがうね、私達のこと助けて優位に立ちたかったんでしょ？」

「そんな風には思ってません」

「そうとしか考えられないじゃん、みんなもそう思うでしょ!?」

　そう同意を求めるが、ビッチとパッチは「う……ん」と、同意のような否定のような曖あい昧まいすぎる声をあげるだけだ。はなちゃんの話を真に受けていいのか迷っているようだ。




「衝しよう撃げき的てきな事実が分かったところで……投票タ～イム！」

　空気を一いつ切さい読まず、久保賀がイエイイエイと声をあげる。




　こういう人がお酒飲んだら大変そうだ。

　二次会三次会と時間が過ぎてもテンションが変わらなそう。そして、みんなお腹なかいっぱいで眠ねむ気けに負けそうになってるのに「ねぇ、焼き肉いこ？」とか騒さわぎ出しそう。

　つまり何が言いたいかっていうと、めっちゃくちゃウザったいってこと。




「喧けん嘩かするのは後回し。まずは『ほしいあの子』を選んじゃってよ！」

　久保賀に急せかされるがまま、皆みんながケータイを手に持つ。




「……これは市位さん一択たくっしょ？」

　ビッチが画面にタッチしようとするが「待って」と、リッチがそれを制した。

「飼育員の仲間を増やしたほうが良くない？」

　飼育員を増やす？

　え、リッチの言葉が理解できない。ビッチが「は、なんで？」と、私の気持ちを代弁してくれた。

「この中から一人脱だつ落らくするって、どういうことかなって考えてたの……それって、もしかして飼育員を全員仲間にして、相手チームに一人仲間を置き去りにすることじゃないかって」

「置き去り？」

　強こわ張ばった表情を浮かべるビッチに、尚なおもしつこくリッチは話し続ける。

「試ためしてみる価値はあると思わない？」

「でも」

「え、マイカっちは反対？」

「いや、そうじゃねぇけど」

「レイコっちは、どう？　賛成してくれるよね？」

　話をふられたパッチは戸と惑まどったまま「う……ん」と、さっきと同じ返事をする。

「ここ三人が固まってれば、問題なしだね」




　あぁ、リッチの顔が悪あく魔まに見える。

　頭から触しよつ角かくが生えていたとしても、驚おどろかない自信があるよ。

　よく私を目の前にして『置き去り』とか、そんな言葉が吐けるね。

　しかもありえない話じゃないから、反論もできないし。

　先ほどの久保賀の言葉がフラッシュバックする。

　面接の狙ねらいってそういう事？

「へぇ、よく考えたねぇ」

　久保賀が面おも白しろそうにリッチに拍はく手しゆを送る。彼の行動が更さらにリッチに自信を与あたえたらしく、みるみるうちに彼女の悪魔度が増していく。

「そんな流れになっちゃったけど、稲沢さんはどうすんの？」

「私は反対です」

　はなちゃんは言葉を発したが、もう誰も彼女の言葉に耳を傾かたむけようとはしない。

「あらら、誰も稲沢さんの話聞いてないみたい」

　久保賀は今度はパッチに問いかけ始める。

「味田は、それでいいの？　自分を『いらない子』に選んだかもしれない人達の言葉を信じて？」

「それは」

　パッチは見えている左目をキョロキョロと動かした。久保賀を睨にらみつけてビッチが反論する。

「だからそれは押し間違いだから」

「え、それマジで信じてんの？」

　久保賀は憐あわれんだ表情を彼女達に向けた。

「じゃあ教えてやろうか、お前に票をいれた奴やつが誰か」

「久保賀！」

　古寺がうんざりとした様子で、声をあげた。

「お前、調子のりすぎだぞ」

「なんだよ、怒おこるなって。コジコジ～！」

　ピキピキピキと音を立てて、私達の関係に入った亀き裂れつが深くなっていく。




　延々と笑い続ける久保賀に、溜ため息いきを吐つく古寺。

「あんな言葉信じちゃ駄だ目めだよ」と、何度も繰くり返すリッチ。黙って従うビッチとパッチ。黙ったままケータイを握にぎり締しめているはなちゃん。

　そして、誰だれからも意識されずに完全に蚊か帳やの外の私。

　この状じよう況きよう、どうしたらいいの？

　私には何もすることができないの？

　これ以上、ギスギスして大人たちの思い通りになるなんてまっぴらだ。




「……私、Ｂにいれるよ」




　気がつくと、そんな言葉が口から飛び出していた。

　ぎょっとした顔が横一列に並ぶ。

　ふてぶてしい古寺までもが、目を大きく見開いて私に釘くぎづけになっている。

「……もしかしたら本当に、リッ、城野さんの考えが正しいのかもしれない。試してみる価値はあるよ」

　ビッチは舌打ちをして、呆あきれ一〇〇％の溜息をついた。

「お前さ、なにかっこつけてんの。それともそんなに死にたい訳？」

「そうじゃないけど、でも他ほかに方法がないなら確かめるしかないし……それに」

「それに？」と、イライラしたビッチが言葉を急せかす。私は急かされるまま、言葉の続きを言った。




「次の投票で、多分はなちゃんが選ばれるでしょ」

　そう、どっちかっていうと、これが本心だ。

「正直、さっきの告白には驚かされたけど、それでも今まで何度も、はなちゃんは私を助けてくれた」

　私は体育館中の人間に聞こえるように、声を張り上げた。

「励はげまして、笑いあって、私をここまで導いてくれた……そんな彼女を見捨てるなんて、絶対にできない」

　そう、そんな事絶対無理。私は決意を固めてから言った。

「こんな心細い思いさせたくないし……私達、ヘヘッ……運命共同体だから」

　照れくさくて、後半笑ってしまったけど、言いたい事は全部言いきった。

「……ハナ」

　はなちゃんは、私の行動に驚いているみたい。

　そんな彼女にぎこちない笑え顔がおを向けると、彼女は目元をぎゅっと細めて、泣きそうなのか笑っているのか、よく分からない表情を浮うかべた。

「だからさ、みんなＢに投票していいから。さ、早く早く！」

　私は彼女達に急いで投票するように勧すすめた。変な言い訳とかを聞いている時間が、なんだかもったいなかった。

　急せかされるがままリッチ達は画面をタッチする。タイムリミットが訪おとずれ、投票結果が表示された。もちろん選ばれたのは飼育員Ｂだ。




『そうしろって市位さんが言ったからＢにしたんです』

『私達悪くないもん、責任とりません』




　そんな言葉が三人の体からじゅわじゅわと、滲にじみ出ている。

　でもそんな態度を見ても、今度は心が荒すさむ事はなく、なんだか彼女達を憐れに感じ出していた。私は『自分の選せん択たくは間ま違ちがってない』って、そう心から思ってる。

　開き直りと言われたら、それまでだけどね。

　パンパンと仕切り直すように久保賀が手を叩たたいた。

「さ、次は『いらないあの子』を決めねぇとな」

　リッチはビッチとパッチを交こう互ごに見やると「分かってるよね」と小さな声で呟つぶやいた。

　そんな事しなくても答えはもう分かりきっているのに。

　しかし、なんだろこの緊きん張ちよう感かんは。なんど味わっても慣れない。

　胸に手を当てて、どんどん速くなっていく鼓こ動どうを感じているとスマホが振しん動どうした。

　画面を見ると新たなメッセージが表示されている。




『四票獲かく得とくした稲沢はなさんが「いらないあの子」に選ばれました』




　投票結果に思わず苦く笑しようする。

「はなちゃん、自分に票を入れたんだ」

「はい、もう答えは分かりきっていたので」

　うん、はなちゃんらしいといえば、はなちゃんらしい選択かもね。彼女はツインテールを撫なでると、リッチ達に問いかけた。

「私が、ジャンケンしてもよろしいですか？」

　その問いかけに誰も答えようとしない。

　宇宙人かツチノコでもみるような奇き妙みような目で、彼女を眺ながめているだけだ。

「問題ないということですよね？」

　はなちゃんは、脇わき目めもふらずまっすぐに近づいてくる。

　私達は特に合図を送りあうこともなく、声を揃そろえた。

「「最初はグー、ジャンケンポン」」

　はなちゃんが出したのはパー、私はチョキである。

　……私の勝ちだ。

　やっぱり素す直なおに自分に従って、チョキを出せばいいんだ。

「あぁ、残念……負けてしまいました」

　満面の笑みで、はなちゃんは呟く。

「仕方ない、運命共同体だからさ」

　気づくと私も笑っていた。

　しばらく笑いあった後、ふっとはなちゃんが真顔になった。

「……ごめんなさい、兄のこと黙だまっていて」

　はなちゃんは、静かに頭を下げた。

　その動きによって微かすかに風が舞まい上がり、ふわりと甘い香かおりが私の鼻をくすぐる。

「……何度も話そうと思ったのですが」

　はなちゃんは、ゆっくりと顔をあげると言葉を待つように私の顔を見やった。




　別に謝ってほしくなんかないし。

「怒ってないよ」なんて今いま更さら言いたくもない。




　だから私は返事の代わりに、はなちゃんの手をギュッと握にぎる。

　彼女は「え？」と小さい声をあげて一いつ瞬しゆん手を強こわ張ばらせたが、すぐにこちらの手を握り返してきた。

　私達は友情の糸を再び結び付けるかのように、きつくきつく手を握り合う。

　仲直りなんて、これで充じゆう分ぶんだ。







ビービービービーッ……







　その時、スマホから聞き覚えのあるアラームが鳴り響ひびいた。

「はい、そこまでです」

　舞ぶ台たい上にスポットライトが当たり、田篠先生が姿を現した。スタンドマイクの前に立ち、体育館を一望している。

「みなさん、花いちもんめ楽しんでいただけましたか？」




　ということは、ここで面接終しゆう了りよう？

　いつの間にか脱だつ落らく者しやが選ばれていたってことだろうか。




　唾つばを飲み込む音や、荒あらい息いき遣づかい、髪かみをかきあげたりスカートがこすれる音が、やけに鮮せん明めいに耳に入ってきた。

　周囲が静かなせいなのか、一言一句もらしてなるものかと耳が過か敏びんになっているせいなのか。とにかく私達は田篠先生の言葉の続きを待つことしかできない。




　先生は体育館を一望し終えると、私達に問いかけた。

「どうでしたか、普ふ段だんは知ることのできない、友達の性しよう根ね、裏の顔を見る事はできましたね？　友が金の卵なのか腐くさった卵なのか、見み極きわめる材料はそろったと思います」

　そして、静かに前まえ髪がみをかきあげて言った。




「それでは、本題にはいりましょうか」




　本題って何、どういうこと？

　田篠先生は、いつも説明不足すぎて本当に教師なのか疑ってしまう。

「方法は、花いちもんめの時と同じです。今から皆みなさんで同じグループの誰だれが腐った卵であるか、投票してもらいます」




　つまり投票をして、誰を追放するか選ぶってこと？

　余よ裕ゆうめいた笑えみを浮うかべていたリッチの顔が瞬またたく間に崩くずれていく。

　周囲を見回すとリッチのような表情を浮かべた女の子達がチラホラといる。きっとどのチームでも私達の所と、同じようなやりとりが行われていたんだろう。

「なんなんですか、それ!?」

　リッチは、先生に向かって吠ほえた。

　そこにはビッチのものとは違ちがう、豹ひようか虎とらのような鋭するどさがあった。

「じゃあさっきまでの意味は？」

「意味？」

　先生は不思議そうに尋たずね返す。

「だから、あのふざけた花いちもんめッスよ」

　ビッチもリッチに応戦する。

「今までの流れとか全然意味ないじゃないッスか」

　髪の毛を苛いら立だったように絡からませ続けるリッチは更さらに言葉を吐はきつける。

「意味ないどころか、時間と体力の無む駄だ。なら最初から投票で決めればよかったのに！」

「……本当に無駄だと思いますか？」

「「え？」」

　先生の言葉に、ビッチとリッチの声がシンクロする。

「先ほど言った通り、あの遊びは投票の判断材料を得る手段なのです。花いちもんめを通じて露ろ呈ていしたはずですよ。皆さんが普ふ段だん隠かくしている裏の顔。意い地じ汚きたない本性、醜みにくい心が……」

　思うところがありすぎるんだろう。

　ピクピクと頰ほおをひくつかせながらリッチは口を開くも、言葉が続かない。ビッチに至っては完全に視線を別方向へずらして、我関せずスタンスを取り始めている。一度二人のどちらからか投票されているパッチは真っ青になって俯うつむいていた。




「さぁ、運命の時間です」

　先生の言葉を合図に、スマホが振しん動どうする。

　画面には再びあの問いが映し出されていた。





『いらない子は誰ですか？　投票してください。

　味田レイコ　市位ハナ　稲沢はな　城野モクハ　瀬繹マイカ』






「で、どうすんの？　誰にいれんの？」

　いつの間に移動したのか、久保賀は床ゆかに寝ね転ころがっている。

　ちなみに、その横で古寺は直立不動のままだ。

　久保賀の言葉に誰も反応しない。

「あれまた無視？」と、彼は笑いながら鼻で笑ってみせる。

「最後のチャンスだぞ。言いたい事あるなら、言いあえばいいべ」

　そう話す久保賀の視線はまっすぐ私を捉とらえている。

　たしかにこのままいけば、私が選ばれる確率が非常に高いだろう。

　続いて可能性が高いのは、はなちゃんだ。

　先ほどの告白がどれほど彼女達にダメージを与あたえているか、判断が難しい。

「レイコっちは、誰に入れるの？」

　そう言葉を発したのはリッチである。

　このタイミングで相手に質問するとは、なかなか底意地が悪い。

「え、私は……」

「市位さん、稲沢さん？」

　パッチは口ごもったまま、俯いている。

　リッチは視線を横にずらす。

「マイカっちは？」

「……稲沢さんには借りがあるし」

　ビッチは気まずそうにリボンの位置をワシャワシャと直し続けている。明確には言わないが、つまりは私に入れようとしているってことだ。

「じゃあ私も、市位さんに入れる」

　リッチは言葉を区切って、私を見た。指には先ほどよりも多くの髪の毛がクルクルと絡められている。

「生き残る為ためだもん、仕方ないじゃん。私達は悪くないよ、みんなこのゲームのせい」

　そう話す彼女はニンマリと久保賀みたいな笑みを浮かべていた。悪あく魔まっていうより、魔ま王おうだ。私はリッチを、心から怖こわいと思った。

「私に恩義を感じていただかなくて結構ですよ」

　はなちゃんは冷ややかに吐き捨てる。

　喧けん嘩かを売られたリッチは彼女をキッと睨にらんだ。

「別にあんたの為じゃないし……ここで票を合わせないと答えが割れちゃうし」

「あぁ、そっか」

　何かに気づいた久保賀は、ボリボリと頰をかいて欠伸あくびをした。

「市位ちゃんと稲沢さんが結けつ託たくしたら二票は集まっちゃうもんね。自分に票入れられるのが怖いんだ」

「え、そうなの？」

　パッチが尋ねても、リッチは俯いたまま答えない。

「図星みたいよ。市位ちゃん」

　ここで話をふられても困っちゃうんだけど。

　私が何も言わず黙だまっていると、リッチは苛立ったように「あぁ！」と、地団太を踏ふんだ。

「被ひ害がい者しや面づらしてっけど、あんただって一いつ緒しよなんだからね！」

「へっ？」

「だってそうでしょ。委員長とか紙し祖そさんとかの犠ぎ牲せいがあって、今そこにいるんじゃん……だから私達と一緒なんだから」

「それは……」

　なんか違う。

　ここでその二人の名前を出すこと自体、なんかすごく卑ひ怯きよう。そう言おうとしたけど、私は思い止とどまった。

　何を言っても彼女に伝わらないだろう。

　さっきから「私は悪くない！」を何度も繰くり返しているんだから。

　指先に絡めた髪かみの毛が爪つめにひっかかったらしく、リッチは苛立った様子で髪の毛を強くひっぱった。

　ブチブチブチと、髪の毛が引きちぎられる音が聞こえてくる。

　そんなリッチの姿をみていたら、ふと私の中に一つの答えが姿を現した。

　たしかに彼女の言う通り、誰だれも悪くなんてない。

　彼女だって、ビッチだって、みんな被害者なんだ。

　……誰も責めることなんてできやしないじゃないか。




「……なによ、文句があるなら言いなよ」

　私の視線に気づいたリッチが更に声を張りあげる。頭の中に浮うかんだ答えを、私はそのまま口にした。




「私は、私に投票する」




「……えっ？」と、まっさきに声をあげたのは古寺だった。

　花いちもんめの時みたいに「何言ってんだコイツ」という視線が集中している。

　ビッチが舌打ちをして私の胸むな倉ぐらをつかんだ。

「ここまで来て、なに優等生ぶってんの？」

　背が低い彼女は、つま先を地面から離はなして背せ伸のびをした状じよう態たいで、こちらを睨みつけている。

「別にそういう訳じゃ」

「さっきもそうじゃん、そういう事して『良い人キャラ』演じようとしてんだろ？」

「……そうやって自分に票が入らないようにしてるの？」

　パッチまでも不満気な声をあげて、私の腕うでにしがみついてきた。

　誰が優等生だって？　補欠合格の私が？　いつも教室で空気の私が？

「違ちがうってば！」

　私はつい声を荒あらげて二人を振ふり払はらう。

　驚おどろいた顔を見せる彼女達に「あ、ごめん」と謝ってから私は本心を伝えることにした。

「正直言って、私アンタ達のこと好きじゃないよ。むしろ嫌きらい」

　嫌いと言われてムッとした表情を浮かべるビッチに構わず私は喋しやべり続ける。

「だって、そうでしょ？　いつも上から目線だし、私のこと馬ば鹿かにするし、急に私とはなちゃんの間に入ってきてさ……でもね、どうしても『死んじまえ』とまでは思わないんだよね」

　私は勢いよくビッチを指さした。

　指をさされたビッチがビクリと体を震ふるわせて「んだよ？」と私を睨んだ。

「瀬繹さんは、さっき渡わたり廊ろう下かで私の手をひっぱってくれた」

　続いてパッチに指先を移す。

「味田さんは、いつも仲ちゆう裁さいに入ってくれて、さりげなく私を助けてくれる」

　そして最後はリッチだ。

「城野さんは、窓を割っている時、一緒に逃にげようって言ってくれた」

　リッチは私に視線を合わそうともしない。

　まぁいいや、別にこの反応は想定内だ。私は指をひっこめて、一度息を整えた。

「……嫌いなところは山ほど、いや星の数ほどあるけど、死んでいいほど悪い奴やつなんてこの中にいないもん」

　画面が彼女達に見えるように、私はスマホを掲かかげた。

「誰を選んでも、私は後こう悔かいする。生き残ったとしても死んだとしても、最さい期ごの瞬しゆん間かんまで、ずっと後悔する」

　そう言いながら、私はスマホ画面にある『市位ハナ』の名前をタッチした。

「なら、私は腐くさった卵のほうがマシ」




　信じられないという顔でリッチ達が私を見つめている。

　そりゃそうだ、自分でも自分の行動が信じられないもん。

　まるで何かが自分に憑ひよう依いしたようだった。

　……どうしよう、やっぱり少しかっこつけすぎちゃったかも。

　画面から手を離した直後、急に腰こしが砕くだけて足元がふらついた。

　倒たおれそうになった私を背後から支えてくれたのは、もちろんはなちゃんである。

「ハナ、かっこいい」

　そう言われて、私は「まぁね」と無理やり笑え顔がおを作った。

　うん、もうボタンをタッチしちゃったし、腹をくくろう。

　深く考えると怖くてチビりそうだから、はなちゃんに寄りかかり、彼女のぬくもりに癒いやされることにする。はなちゃんはそんな私を何も言わずに受け止めてくれた。




[image: ]

「投票時間まで、あと５秒です」

　田篠先生がカウントダウンをはじめた。

「５、４、３、２、１……終しゆう了りようです」




　とうとう死し刑けい宣告の時間だ。

　私は恐おそる恐るスマホ画面に目を向けた。





『投票結果がでました。

　二票獲かく得とくした市位ハナさんが選ばれました』






　あぁ、やっぱり。

　主人公をきどって、でしゃばってみたけど結局こうなるよね。

　溜ため息いきをつきながら改めて得票数に目を向けた。




　……あれ、二票って少なくない？

　私の一票があるから、つまりは他ほかに一人しか私に入れなかったってことか。

　再びスマホが振しん動どうして、新たな画面が浮うかびあがった。








『その他の投票結果は

　味田レイコ　一票

　稲沢ハナ　　一票

　瀬繹マイカ　一票

　　　　　でした』






　驚いた事に、リッチ以外の子達に一票ずつ票が入っている。

「これって……」

　意味が分からず戸と惑まどっていると、

「はっ、何みんな良い子ぶってんの!?」

　そうリッチが声をあげた。




「私だけに嫌いやなこと、押しつけて……」

「別にそういうんじゃなくて」

　そう言って近づくビッチを、彼女はドンと突つき飛ばす。

「じゃあなんなんだよ、この意い気く地じなし共が！」

　リッチに罵ば倒とうされて、ビッチが彼女に吠ほえる。

「んな言い方ねぇだろ!?」

「約束を破ったのは、マイカっちじゃん？」

「は？　あんただってレイコっちに投票したくせに！」

「今その話は関係ないでしょ!?」

「ほら見ろ。レイコっち、さっきの犯人はコイツだからね」

　パッチは俯うつむいたまま口を閉じている。

「二人共ホント、馬ば鹿か！」

　リッチはそっぽを向いて、パッチとビッチを拒きよ絶ぜつした。




　えっと、どうなってんの、これ……？




「ハナの言葉が刺ささったみたいですね」

　背後にいたはなちゃんが私の肩かたを撫なぜる。

「へ？」

「さっきの演説、素す晴ばらしかったですからね」

「別に私はそんなんじゃ」

「今いま頃ごろになって、ハナの魅み力りよくに気づくなんて遅おそすぎますよ」

「魅力って、ちょっと良く言いすぎだよぉ」

　褒ほめられて照れまくっている私に、ビッチが舌打ちする。

「別にさっきまでのこと謝んないからな！」

「へっ？」

「こんな状じよう況きようで頭すっちゃかめっちゃかなんだから仕方ないじゃん」

　え、なんでこの人怒おこってんの。戸惑う私とビッチの間にパッチが仲ちゆう裁さいにはいる。

「マイカっち、そんな言い方しなくても……」

　パッチは苦く笑しようしながらビッチを宥なだめて、「さっきまでの事、許してもらえるとは思ってないけど」と、申し訳なさそうに私に頭を下げる。

「でもさっきの一言で、なんか目が覚めた。たしかにその通りだなって」




　えっと、つまり……。

　はなちゃんもビッチとパッチも、自分に票をいれたってこと？

「これって……凄すごくない？」

「えぇ、とっても凄いです」

　はなちゃんに微笑ほほえまれて、思わず顔が緩ゆるむ。

　あぁ私って本当バカだな。

『いらない子』に選ばれた事には変わりないのに。

　もうすぐ殺されるのに。

　ビッチとパッチの心を動かせた事がすっごくすっごく嬉うれしい。

　私の言葉が誰だれかに響ひびくなんて、そんな奇き跡せきみたいな事、今まである訳ないって思ってたから。




「ハハハ、くっだらない」

　リッチは髪かみの毛を、ブチブチとむしりながら、唸うなり声のような笑い声をあげた。

「そんな綺き麗れい事ごと言ってるアンタ達も、ここからでた後で私に感謝するんだろうね」

　ネイルが剝はげて、粉々になり、髪の毛に絡からまりついている。

　雑誌に載のってるお洒しや落れ女子高生の面おも影かげは、もうどこにもない。

　目がギラギラと血走って、本当に悪あく魔まに化けてしまったんじゃないかって錯さつ覚かくしてしまう。

「だってそうでしょ？　結果的に私のおかげで生き残れるんだからさ！」




　高らかに笑いながら吐はき捨てたリッチを制したのは、古寺だった。

「……それはどうだろうな」

　リッチは笑うのをやめて、彼を睨にらんだ。

「はっ、それどういう意味？」

「田篠先生は腐くさった卵を選べと言っただけだ」

「だから何が言いたいんだよ!?」

「喜ぶのは結果が出てからにしろ」

　久保賀は「ふわぁ」と欠伸あくびをして、耳たぶにあるピアスの穴を弄いじりまわす。

「まぁ、とりあえず携けい帯たいを見てみたら？」

「意味分かんないし」と、リッチが不満気にスマホに視線を送る。

　その直後だった。




「ひぎゃあああ[image: !!!]」

　もの凄すごい悲鳴をあげながら、彼女はスマホを床ゆかに投げ捨てた。そのままバランスを崩くずして、リッチは尻しり餅もちをつく。そして思い切りスマホを蹴けり飛ばした。

「ちょっと、なによ、これぇ!?」

　声を震ふるわせて叫さけび続けるリッチはグチャグチャと髪をかきむしった。

　リッチに蹴られて床上をクルクルと滑すべるスマホが私のつま先にぶつかる。スマホ画面には、こう表示されていた。














『　第一次面接結果通知





　　第一次面接の結果を通知いたします。

　城野モクハさんは『不合格』でした。あなたは腐った卵に認にん定ていされました。

　腐った卵の今後のご活かつ躍やくやご健けん闘とうを祈いのるつもりは毛頭ございません』







　リッチが不合格？




　意味が分からぬまま「いやいやいやいや[image: !!!]」と、泣き叫ぶリッチを茫ぼう然ぜんと見つめていると、ポケットのスマホが振しん動どうした。















『　第一次面接通過のお知らせ

　市位ハナさんは一次面接を通過しました。

　二次面接については、追ってご連れん絡らくいたします』







　スマホ画面には、そう表示されていた。

　どうやらはなちゃん・ビッチ・パッチにも同じ通知がきているようだ。




　私、合格したの？

　でもどうして。だって投票で選ばれたのは私だったのに。




「みなさんお疲つかれ様でした」

　舞ぶ台たい上の田篠先生が、ペコリと頭をさげた。

「合格者の人は次の面接まで体を休めてください」




　マイクのスイッチを切り、舞台袖そでに消えていこうとした先生に、

「待って待って！」

　と、一人の女子生徒が駆かけ寄った。




　それはリッチだった。




「やだやだやだ、納なつ得とくがいきません！」

　涙なみだでグチャグチャに顔を歪ゆがめながらリッチは先生に近づいていく。

「こんなの絶対変、間ま違ちがってるよ[image: !!!]」

　飼育員が一いつ斉せいに彼女に銃じゆうを向けたが、先生が手をあげてそれを制した。

「だっておかしいじゃない!?　投票で選ばれたのは、市位さんです！　私じゃない！」

　マスカラで汚よごれた黒い涙が彼女の頰ほおを伝っていく。

「なんで私が落とされなきゃいけないんですか!?　なんで、ねぇなんで!?」

「この面接の目的をお忘れですか？」

　舞台にあがってきたリッチに、先生は問いかける。

「……社会を背負って立つ優ゆう秀しゆうな指導者を見つけるんでしょ？」

「そう、そして将来社会のゴミと化す腐くさった卵を駆く逐ちくすることです」

　先生はハンカチを取りだし、ゴシゴシと彼女の涙を拭ぬぐう。

　白いハンカチは、あっという間にファンデーションや黒い涙で汚れていった。

「冷静に考えてみてください。自分が助かりたいが為ために、他人を罵ば倒とうして陥おとしいれるような人間が辿たどる末路はどちらでしょう……指導者？　それともゴミ？」

　絶望を突つき付けられたリッチの顔面は歪み、見る影かげもなく崩ほう壊かいしていく。

　この試験で見られていたのは、ゲームや投票の結果じゃなかったんだ。そこでの私達のふるまいだったってこと？

「はっ、こんなゲームでそんな事分かる訳ないじゃん!?　全然意味分かんない。頭おかしすぎて話になんないし！」

「えぇ、腐った卵と話をするつもりはありませんよ」

「ふざけんな！」

　尚なおも反発を続けるリッチを黙だまらせるように、先生はゴシゴシと彼女の顔を拭ふき続ける。リッチは抵てい抗こうしていたが、一度睨にらまれるとビクリと体を硬こう直ちよくさせた。

「それにしても、アナタのグループは気持ち良いくらいハッキリと、明暗が分かれましたね……まさかアナタ以外の方が自分自身に投票するとは。この面接の模も範はん解答にさせていただきますよ」

　先生が拭いても拭いても、リッチの瞳ひとみからは涙が溢あふれ出た。

「残念でしたね、狭せまい視野でお粗そ末まつな推理力を駆く使しして、色々頑がん張ばっていらしたのに」

　先生はハンカチをスーツにしまうと、彼女に背を向けた。

「待ってってば！」

　嗚お咽えつを漏もらして泣きじゃくっていたリッチが、先生の右手を摑つかむ。

「待ってください、お願い助けて」

「手を離はなしてもらえますか？」

　田篠先生は動じることなく、冷ややかな眼まな差ざしで彼女を見ている。

「なんでもします、お金だって親に頼たのめば幾いくらだって用意できます。だから……」

「残念ですが、それはできません」

「どうして!?……私、なにも悪いことなんてしてないのにぃ！！！！」

　キンキンと声を張り上げて、リッチは泣き叫さけんだ。

「あれ、さっき市位さんに言っていませんでしたか」

　突とつ然ぜん私の名前を呼ばれて心臓がドキリと飛び跳はねる。

「え？　え？」と、リッチは訳が分からない様子で頭を振ふり続けている。

　田篠先生は、ダダをこねる子供に言い聞かせるようにリッチに囁ささやいた。




「言ってましたよね？

『他人の死を犠ぎ牲せいにして今ここに立っている。被ひ害がい者しや面づらするな』って……。

　自分の言葉に責任を持てない子は、先生嫌きらいです」




　リッチの言葉にならない悲鳴が、体育館に響ひびき渡わたる。あらがいようのない恐きよう怖ふが周囲に浸しん透とうしていき、私にまで染しみ込んでいく。

　死し刑けい宣告をされて怯おびえきったリッチは更さらに先生にすがりついた。

「ごめんなさい、ごめんなさいぃぃ!!」

　リッチが更につよく先生の手を引っ張る。

「やだ、やだ、やだ、死にたくないぃぃ！」

　その瞬しゆん間かん、先生の手て袋ぶくろが外れて、勢い余ったリッチの体は舞台に打ちつけられた。苦痛で顔を歪めるリッチは顔をあげて「ひっ」と短く悲鳴をあげる。

　リッチだけじゃない。生徒全員が、露あらわになった先生の右手から目が離せなくなっている。前に先生は「日光アレルギーだから肌はだを露ろ出しゆつできない」なんて言っていたけど全くデタラメだったようだ。




　彼の手は傷だらけだった。

　それもただの傷じゃない。一いつ般ぱん人が負うことのないような、火傷やけどや深い切り傷ばかり。




「お見苦しいものをお見せしてしまいましたね」

　田篠先生は手袋を拾いあげると、すぐさま右手を通した。

「脱だつ落らくした後もしつこく迫せまってくる生徒はアナタだけじゃありません。訴うつたえかけるだけでなく、あろうことか私に刃やいばを向ける者もいるのです」

　怯えて後ずさるリッチに、微笑ほほえみを絶やさぬまま先生は詰つめ寄っていく。

「私を傷つけても何にもならないのですがね……その場合、私は彼らの勇気に応こたえ報むくいる為に同じ手段で対処をさせていただいています」

「同じ手段？」

「えぇ……暴力には暴力を、です。なぜ苦しみが激しく長く続く方法を彼らが選ぶのか私にはさっぱり分かりませんが」

　一体どんな惨むごい方法で生徒に対処していたのか。

　想像力っていうのは、残ざん酷こくで限りない。どんなスプラッター映画より残ざん忍にんなシーンが頭に浮うかんでは消えていく。

　ふと私のお腹なかを二発撃うった時の先生の顔が浮かんだ。あの時の楽しそうな表情を浮かべながら、口にだせない恐おそろしい方法で生徒を痛めつけ続け嬲なぶり殺したのだろう。

　残ざん虐ぎやくな笑えみを浮かべて彼は小首を傾かしげた。

「城野さんも、それをお望みですか？」

　むせび泣きながら、首をブンブンと横にふっていたリッチだが、突然「うっ」と、その場に蹲うずくまった。その姿に「汚きたねっ」と、久保賀が眉まゆをひそめる。

　口元に手を当てて俯うつむいたまま、尚もリッチは先生にしがみつこうとする。

「やだ、やだ、許してぇ！　なんでもしますから[image: !!!]」

　そんな彼女の脳天に、田篠先生は銃じゆう口こうを向ける。

「なら、そろそろ黙ってください」

　先生は表情を変える事無く、引き金を引いた。

　銃じゆう声せいが体育館に轟とどろく。

「ヒギッ!?」と声をあげて絶命したリッチは勢いよく舞ぶ台たいに倒たおれ込んだ。ゆるふわパーマの隙すき間まから彼女の涙で濡ぬれた瞳が顔を出している。その瞳は怒いかりと絶望に染まっていた。その顔が恐ろしすぎるのか、純じゆん粋すいに友達の死が悲しいのか。

　ビッチとパッチは抱だき合ったまま、肩かたを震ふるわせている。

　続けて、二発の銃声が体育館に鳴り響く。他グループの脱落者が処しよ刑けいされたのだ。

　こだましていた銃声が収まると、先生は恍こう惚こつとした目を私達に向けた。

「さぁ、第二次面接も楽しみましょう」

　そう言ったかと思うと、彼は突とつ如じよガスマスクのようなもので口を覆おおった。

「おい、なんだよこれ」

　久保賀と古寺も戸と惑まどいの声をあげる。

　ふと天てん井じようをみあげるとミラーボールから白い霧きりのようなものが噴ふん出しゆつされていた。

「ハナ！」

　はなちゃんは私の手を摑み、渡り廊ろう下かへと走り出した。

　私達に続いてビッチとパッチも走り出す。

　しかし、すぐに視界が歪ゆがみ足元がもつれた。前に進みたいのに、ズルリと足がすべり私は床ゆかに崩くずれた。はなちゃんは慌あわてて私に駆かけ寄ったが、そのまま私に覆いかぶさるように倒れ込む。ぼわんぼわんと耳鳴りが響く。

「まずはゆっくりお休みなさい」

　田篠先生の言葉がリフレインする。

　なんか、そんな事を前も先生に言われた気がする。あぁ、そうだ。あの渡り廊下だ。数時間前の事なのに随ずい分ぶん昔のことに感じる。どうしようもなく瞼まぶたが重たい。体もしびれてうまく動かない。

「はな、ちゃん……」

　私は最後の力を振り絞しぼって彼女の手を摑んだ。






[image: 二章　愛、こじれた]











　網あみの上で焼かれた牛タンを、久保賀は箸はしで摘つまんだ。

　レアすぎず良い感じに焦こげ目のついたそれを、さっとレモン汁じるに浸ひたしてクルリと刻みネギを中に包くるませる。

「ほら、あ～ん……」

　完成したネギ牛タン塩が、私の口元に差し出された。

　頑かたくなに口を噤つぐんで黙だまっていると、仕方なさそうに彼は牛タンに食くらいついた。




　え、なにこれどういう状じよう況きよう？

　なんで私、久保賀と焼き肉食べてるの？　キョロキョロと周りを見まわしてみるが、このテーブル以外に人の姿はない。

　多分だけど、ここは地下一階の食堂だと思う。

　多分というのは今まで一回もきたことがないからだ。一年生で存在感薄うすめの私には食堂はハードルが高すぎる。食堂だけじゃない。同じく地下一階にあるトレーニングルームも温水プールもレクリエーションルームも、そうだ。改めて考えると私は学院のほんの一部分しか知らない。

　いや、私が学院をどのくらい知ってるかなんて、この際どうでもいい。




　私は必死に記き憶おくを繫つなぎ合わせた。えっとミラーボールから噴ふき出た怪あやしいガスを吸い込んで私達は気を失ったんだよね。それで意識が戻もどったら丸テーブルを囲んでて席の前には、どうやって調べたのか、それぞれの好物と思われる料理がてんこ盛りに置かれている。

　うん、駄だ目めだ。何回記憶を繫げようとも、全く理解できない。




　久保賀の横でジュルルルと緑色のストローを啜すすっていたビッチが厚ぼったい唇くちびるを離はなす。

「なにアンタ腹減ってないの？」

　馬ば鹿かデカい紙コップを両手で摑つかむ彼女からは、ほんのりキャラメルの匂においがした。

「あ、一本ちょーだい」

　ビッチはそう言うと、パッチの前に置かれた春巻きを一本つかんで言葉を続けた。

「私めっちゃペコなんだけど？」

　ペコって腹ペコってことかな。意味不明の略語はやめてほしい。

　たしかにお腹は減っている。でも、こんなおかしな状況で、こんな怪しいもの、とても口にする気になれない。

「……いや、だってさぁ」

　私が口ごもっている間に、ビッチはペロリと春巻きを平らげた。

「ウマッ、これヤバくない？　もう一本いい？」

　細くてちっこい割によく食う女だ。そして気持ちいいくらいに、人の話を全然聞こうとしない。

　私達の会話を聞いていた久保賀は豪ごう快かいに新たなレモンを搾しぼる。

「腹が減っては戦いくさはできぬ、だよな？　古寺先生！」

「……本人の好きにさせろよ」

　古寺は久保賀を窘たしなめて、網にカルビかハラミか、とにかくそこら辺の肉を並べる。

　肉の脂あぶらが落ちて、部屋中に煙けむりが充じゆう満まんしていった。地下一階で焼き肉なんてするもんじゃないね。煙に目をしょぼつかせながら助けを求めるように、はなちゃんに視線を送る。

　彼女はピラミッドのように皿に盛られたマカロンを頰ほお張ばっていた。その姿は冬とう眠みん前の小こ栗り鼠すを彷ほう彿ふつとさせる。

「三時のおやつですよ、ハナ」

　小栗鼠は恍こう惚こつの表情を浮うかべて、新たなマカロンを口に運んだ。

　うん、確かに教室の時計は三時を指している。三時とは言っても、午前三時だけどね。

　お腹なかを撃うたれたあの時から、私の時間感覚が麻ま痺ひしてしまっていて、もう何日も『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』をやらされている気がしている。檻おりにいれられていたのが数時間前のことだなんて、どうしても信じられない。

「……よく食べれるね」

　料理をパクつくみんなを、私はゆっくりと見回した。

「それはカロリー的なこと？」

　器用に箸を操あやつり、キムチで白飯とカルビを巻き込む久保賀に、ビッチがニヤつきながら続けた。

「夜八時以降は食べません的な？」

「じゃなくって！」

「……心配してるのか、毒でも入ってるんじゃないかって」

　カルビを裏返す古寺の言葉に、私は激しく頷うなずく。

「それはないと思いますよ」

　はなちゃんは静かにハンカチで口を拭ぬぐった。マカロンピラミッドは半分以上破は壊かいされ、彼女の胃い袋ぶくろに収まっていた。

「現在まで殺害方法は全すべて銃じゆう殺さつ。ここまできて毒を盛るとは思えません」

「……そう、かな」

　いくらはなちゃんの意見とはいえ半信半疑になってしまう。

「次、いつ飯食えるか分かんねぇぞ。ちゃんと食っとけ」

　偉えらそうな口ぶりの久保賀を、私は体中の不快を顔に集めて睨にらみつけた。

「てかさ、なんで当たり前みたいな顔して一いつ緒しよに、ご飯食べてんの？」

「んなことねぇよ、ほら古寺を見てみろ」

　久保賀は脂ぎった箸先を古寺に向ける。

「女子会飛び入り参戦したはいいが話すことねぇ的な、ぎこちなさだろ？」

　こちらの会話に一いつ切さい反応せず、古寺は黙って茶をすすっている。

　透とう明めいなポットに沈しずむ茶葉に目をやると、どうやらほうじ茶らしい。随ずい分ぶん渋しぶい趣しゆ味みをしている。って、また久保賀のペースに乗せられてしまった。

「そうやってなんでも茶ちや化かすな！」と、私は改めてテーブルを叩たたいた。

「んだよ、うるせぇな」

　久保賀はめんどくさそうに溜ため息いきをついて、カルビクッパをすすった。

「どういうつもり!?　さっきまで私たちに拳けん銃じゆう向けてたくせに」

「それには色々事情があんだよ」

「事情ってなに!?」

「……細かい事はいいじゃねぇか、せっかく仲間になったんだから」

「は？」

　何言ってんの、こいつ。

「花いちもんめ」と、フォローするように古寺はそう言葉を付け足した。

　さっきのゲームで仲間になったから、一緒に行動しているということなの？

　それでみんな納なつ得とくしちゃってんの……なにそれ。

「ねぇ、なんで、みんなフツーでいられんの」

　そう尋たずねるも、誰だれからも反応はない。

「……さっき久保賀に拳銃突つきつけられてたばっかじゃん。それに、こいつらのせいで、城野さんだって」

　言葉を遮さえぎるように、ビッチが手に持っていた食べかけの春巻きを投げつけた。

「これ以上、モクハっちの話したらぶっ殺すよ」

　私の頭にぶつかった春巻きから、小エビや細切りのたけのこが飛び散る。前まえ髪がみが春巻きの具でグッチャグチャだ。

「ちょっと、なにすんの？」

「アンタがモクハっちの話始めるからじゃん」

　ビッチは悪びれた様子もなく、カクテキを頰張っている。

　ムカつく！　咄とつ嗟さにビッチに投げられる物を探している私に、

「駄目ですよ、食べ物を粗そ末まつにしちゃ」

　はなちゃんが仲ちゆう裁さいに入るように現れ、私の頭をおしぼりで拭ってから言った。

「もうその辺にしておきましょう、ハナ？」

　はなちゃんにまで咎とがめられて、私はショックで泣きそうだったが、ここまで来たら引っ込みがつかない。

「はっ、なんで私が怒おこられなきゃいけないの。もう意味分かんない！」

「分からなくていい、今は自分のことだけ考えろ」

　今度は古寺にピシャリと突つき放されて頭に血がのぼる。

「え、私間ま違ちがった事言ってる？」

　喧けん嘩か腰ごしの私に、古寺は淡たん々たんと言葉を返した。

「間違ってるとか正しいとかじゃなくて……今は周りの傷口を広げるようなことはするな」

「はっ？」と、意味が分からず言い返したその時。

「だから、どうでもいいんだって！」

　今まで黙だまっていたパッチが叫さけんだ。

　予想外のところから声が上がり、私は戸と惑まどいながら彼女を見やる。

「敵と味方とか毒かどうかとかさ、本当今はどうでもいいって」

　言葉の途と中ちゆうで、彼女は春巻きに食くらいつく。

　パリパリとした皮の破は片へんが、彼女の唇くちびるを汚よごしていく。

「今まで死んじゃった人のこととか、モクハっちのこととか、考えてたら頭がおかしくなりそうなんだってば……だからこの後、どうせ死ぬなら、お腹いっぱいになって死にたい。それだけだから」

　誰もが言葉を失い、春巻きの咀そ嚼しやく音だけが食堂に響ひびいた。周囲がフリーズする中、ビッチは手についた脂をスカートで拭い、あやすようにパッチの肩かたをポンポンと叩いた。

「分かるよ、レイコっち」

　ビッチの瞳ひとみには『諦あきらめ』の二文字が浮かんでいる。

「逃にげかもしれないけど、今はこうでもしないとマトモじゃいられないよね」

　そんな顔されちゃ、怒る気だって失うせていく。私だって別に誰かを責め立てたい訳じゃないんだから。

　はぁと息を吐はいて椅い子すの背にもたれ、私は天てん井じようを見上げた。

　部屋には七輪からあがる煙がたちこめている。

「ごめん。なんか、一人でギャーギャー騒さわいじゃって」

　ゆるやかに動く煙けむりを追うのをやめて、私はパッチに向かって頭をさげた。春巻きを頰ほお張ばったまま、パッチはコクリと頷いた。

「お前も我が慢まんしないで食えよ」

　古寺に勧すすめられるがまま、目の前に置かれたサンドウィッチを手に取る。

　それは、はなちゃんから分けてもらったものに酷こく似じしている。

　どうやって私の好みを調べたんだろう。不気味に思いながらも、それにかぶりついた。

「……うまっ」

　一口食べた途と端たん、急激にお腹なかが減ってきて止まらなくなる。

「……どうしよ、美お味いしい」

「そうか、良かったな」

　そう呟つぶやいた古寺が、ほんの少し目元を細めた気がしたけど、カルビの煙のせいかな。サンドウィッチを口いっぱいにつめこんで、再度テーブルを囲む面々を見やる。

　みんな平然とした顔で明るくふるまっているけど、私と同じで本当は死ぬほど怯おびえているんだ。

　ビッチとパッチはついさっき親友を失ったばかり。それにこのあと、どんな試練が待ち構えているかも分からないんだ。何かで気を紛まぎらわすしかない。




　つい感情的になってしまった自分のふるまいを恥はじていると、

「満足していただけましたか？」

　テーブルの中央に突とつ然ぜん、田篠先生が姿を現した。

「うぎゃっ！」

　驚おどろきすぎて椅子ごと倒たおれそうになった私の体を、咄嗟に古寺が支える。

「……ありがとう」

　私の言葉には特に反応を示さず、古寺は、田篠先生に視線を向ける。

「ナイスフォローです、古寺君」

　そう言って拍はく手しゆをする先生に、古寺はゆっくり手を伸のばした。

「見ろ、ホログラムだ」

　彼の手は、先生の体を貫かん通つうして、その度たびに映像が少しだけ乱れた。

　こういうのＳＦ映画とかで見たことあるけど……あるんだ、実際に。

「一次面接で見事な動きを見せた皆みなさんと、それに上う手まいこと便乗出来た久保賀君と古寺君へのご褒ほう美びです。本当は直接皆さんの所に伺うかがいたかったのですが……あと二か所、説明に回らなくてはならないので」

　先生は言葉を区切ってから、喉のどの奥を震ふるわせた。

「さて、お待ちかねの二次面接のお時間です」

[image: ]

　彼が手を叩たたくと、部屋の奥から順々に蛍けい光こう灯とうが消えていった。

　瞬またたく間に周囲は暗くら闇やみに包まれ、亡ぼう霊れいのように先生が浮うかび上がる。

「皆さん、ブラックジャックはご存じですか？」

「知ってるし、昔の漫まん画がっしょ？」

　ビッチの言葉を「違ちがいます」と、バッサリと先生は切り捨てる。

　え、違うの。私の頭に浮かんでいたのも完全にアッチョンブリケのほうだったので、同調しなくてよかったと内心ほっとする。

「……トランプ」

「味田さん、お見事です」

　パッチの呟きを拾いあげて、先生は再び両手をパンパンと叩く。

　それを合図に部屋は再び明るさを取り戻もどした。

　灯あかりがついた訳じゃない。壁かべや天井に、無数の短い文章が浮かびあがったのである。

　文字は一か所に留とどまることなく、ゆっくりと部屋中を流れている。










　浮ふ遊ゆうする文字を私は必死に追いかけた。

「めしえり」「りだてら」「ほかってくる」

　そんなワードの左横には、正方形の画像がくっついている。

　それはプリだったりイラストだったりアイドルの写真だったり、まちまちだ。

　……これ、ツイッターの呟きじゃん。

　色んな人のツイートが食堂中に映し出されているんだ。




「ブラックジャックは手持ちトランプに書かれた数字の合計をどれだけ『21』に近づけるかを競きそうゲーム。それのツイッター版とお考えください」




　ツイッター版って、全然意味分からないんだけど。こういう時、まっさきに挙手をしてくれたリッチはもういない。クルクルと指先に髪かみを絡からめる彼女の姿が浮かんで胸の奥がキュッと縮まる。改めて彼女の死を実感しながら、私は恐おそる恐る手をあげた。

「あの先生……もう少し詳くわしく説明してもらえますか？」

「いいでしょう」

　ホログラムは、私に向かって微笑ほほえんだ。

「皆さんの周りに浮かび上がっているツイートは、全すべて聖アルテミス女学院一年生のものです。皆さんはこの中からお好きなツイッターアカウントを選びます」

　手本をみせるように、先生は天てん井じように映るアイコンに向かって手を伸ばした。

　手の動きに合わせるように、テーブルの中央にはアカウントが書きこんだツイートが次々と表示される。

　タイムラインの横には、

『このアカウントを選びますか？　ＹＥＳ／ＮＯ』の文字が点てん滅めつしていた。




「このアカウントで問題ないならば、ＹＥＳを選せん択たくしてください」

　説明をしながら、先生がＹＥＳの文字をタッチする。僅わずかに映像が乱れた。再び画面は切り替かわり、聖アルテミス女学院の学生証が表示される。

『一年三組　枝えだ　桃もも子こ』

　このアカウントの持ち主だろう。プライバシーもへったくれもない。晒さらし行こう為いである。

　桃子さんの顔写真の下に『フォロー数23　フォロワー数29』という文字がデカデカと浮かび上がった。

「選んだアカウント……枝桃子さんのフォロワー数から、フォロー数をひいたものが、そのアカウントの点数となります。フォロワーよりフォロー数が多い場合はマイナス点数となりますのでお気をつけて」

　つまりこの場合は、29ひく23だから６点ということか。

「皆さんは協力しあって、この点数を１０８点に近づける。これが第二次面接の概がい要ようです」

「……１０８、煩ぼん悩のうの数」

　ボソリと古寺が呟つぶやく。

　反応するとこ、そこかよ。発言者が久保賀だったら確実につっこんでいただろう。先生は一息つくように前まえ髪がみをかきあげた。

「他ほかの部屋にいる二グループの皆さんにも同様のことをしてもらいます。１０８点に近い上位二グループが第三次面接に進むことができます……おっと瀬繹さん、ズルは駄だ目めですよ」

　先生の忠告に、ビッチの体が分かりやすく反応する。

　その手にはスマホが握にぎられていた。彼女はツイッターを開こうとしていたようだ。

　にしても、すごい洞どう察さつ力だ。

　ホログラム越ごしにどうやって部屋の様子を観察しているんだろう。

　先生は楽しそうに、クククと喉の奥を鳴らす。

「といっても、既すでに皆さんの携けい帯たいはツイッターにアクセスできないように処理済なのですがね……携帯でなく、皆さんの頭脳を頼たよりましょうね」

　そう言い残すと、先生（のホログラム）はテーブルの上から姿を消した。

　また、同級生達と命をかけて争わなくてはいけないのか。

　どんよりとした空気が、食堂に広がっていく。




「おっと、いけね」

　話を聞いているうちに黒くろ焦こげになったカルビを、久保賀は慌あわてて箸はしでつまんだ。

「あぁ……こりゃ駄目だわ」

　彼は黒焦げカルビを皿に投げ捨てると勢いよく椅い子すから立ちあがった。

「んじゃ始めるか！」

「なんでアンタが仕切ってんの？」

「嚙かみつくねぇ～」と、久保賀は私の肩かたを指で突ついた。

「触さわるな、仕切るな！」

　普ふ段だんなら仕切られるまま流されるほうが楽って思えるけど、さすがにこの状じよう況きようじゃ無理。

　こいつらのペースに乗せられるもんかと必死で食くらいつく。

　久保賀は犬か猫ねこでもじゃらすように、私の言葉をヒョロリとかわしてみせる。

「そう怒おこらないで仕切らせてくれよ～。俺らの命もかかってんだからよ」

「へっ？」

　間ま抜ぬけな声をあげた私に代わって、はなちゃんが言葉を続けた。

「私達がしくじれば、あなた方も腐くさった卵の仲間入りという事ですか？」

「……その通りだ」

　頷うなずく古寺の肩に、久保賀は手をまわした。

「つまり俺とお前らもさ、アレなんだよ。ほら、さっき言ってたろ」

　しばらくブツブツと悩なやみこんだ後で、久保賀はいやらしく笑った。

「……一いち蓮れん托たく生しよう、運命共同体だっけ。それなのよ」

　自分の言葉を引用されて、はなちゃんは一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめた。

　陶とう器きのような艶つややかな額に一本の筋が入る。彼女の顔が歪ゆがむのが面おも白しろいのか、久保賀の右口角が引き上がる。

「こんなところで死ぬなんてまっぴらだわ、だからもう少し頑がん張ばってみようぜ、味田もさ」

　名前を呼ばれてパッチは、「え」と驚おどろいた顔を久保賀に向けた。

「だから俺と一いつ緒しよに生き残っていこうぜって言ってんだよ！」

　その言葉に彼女はコクリと頷いた。パッチの顔に僅かに笑えみが戻もどっている。

　ここで彼女を味方につけるとは、久保賀もズル賢がしこい。

　ビッチはズボボボと音を立てて飲物を飲み干すと、はなちゃんと私を交こう互ごに見た。

「そう言ってんだから、協力しあえばいいんじゃねぇ？」

「でも……田篠先生の手先かもしれないし」

　どうしても納なつ得とくできずに反論した私に「はい、はいは～い！」と不服そうに久保賀が手をあげる。

「んな事いったら、稲沢さんだってバリバリ怪あやしいと思いますけど！」

「はっ？　言い掛がかりはやめてよ！」

「いやいや、噓うそくさいだろ。さっきの話！」

　久保賀が言っているのは、はなちゃんのお兄さんの話だ。

「なんで、ちゃんとはなちゃん説明してたじゃん！」

「ねぇ」と、ビッチとパッチに同意を求めるが、二人は花いちもんめの時みたいに、曖あい昧まいに「う……ん」と返事をするだけだ。




　はなちゃんは冷静沈ちん着ちやくに言葉を発する。

「ネットで調べていただければ、でてくると思いますよ。稲沢雄三の長男失しつ踪そうの記事が」




「その稲沢雄三さんが、このゲームの考案者なんだろ？」

「……分かりません」

「おいおい自分の父親のことだろ？」

「本当に知らないんです……ただ」

　はなちゃんは目を伏ふせて、スカートの裾すそを握り締しめた。

「こんな恐おそろしいゲームに実の娘むすめを、息むす子こをまきこんだとしたならば……そんな非情な父親を、必ず地じ獄ごくに引きずりおとします……必ず」

　表情は見えなかったが、彼女の顔は憎ぞう悪おに染まっているだろう。

　発する一語一語に怒いかりが漲みなぎっていた。

　はなちゃんがいかにお兄さんを大事に思っていたか、大切な人を失った悲しみを胸に秘ひめているか、ずっと失踪の真相を知りたがっていたか。そんな彼女の感情が、ひしひしと伝わってきた。噓でこんな風に怒れるはずがない。

　それが久保賀にも伝わったんだろう。

「……まぁいいや」

　彼は面めん倒どうくさそうに耳たぶにあるピアスの穴を弄いじった。

「とにかく怪しいのはお互たがい様ってことで」

　彼の言葉に、はなちゃんはコクリと頷いて椅子に深く座りなおした。

　正直、久保賀や古寺と手を組むのは嫌いやだが、彼女も同意してるみたいだし仕方ない。それに本当に味方になってくれるならば、案外と力になるかもしれないし。

「じゃあ今度こそ始めましょうかね」

　満足したように久保賀も腰こしをおろす。するとバトンタッチしたように古寺が口を開いた。

「確かく認にんするが、この中でツイッターやってる者は？」

　問いかけにビッチとパッチが手をあげる。

「そっちの二人は？」

「私は、この手のものは何も」

　はなちゃんは首を横に振ふった。私に視線が集まったので、渋しぶ々しぶ手をあげる。

「なんだよ、もったいつけないで教えてよ～」

　ニヤつく久保賀を私は完全無視する。

　だってあのツイッターは私の毒吐はき場。

　心の真っ黒い部分の結けつ晶しよう体。できれば誰だれにも知られたくないんだよ。

「フォロー数とフォロワー数は把は握あくしているか？」

　その問いに、私達は従順に頷く。

「良かった、三人分の点数が分かっているのは大きい」

　古寺の話を聞いていた久保賀がふむふむと顎あごをさする。

「こっからは推理力勝負だな」

　久保賀はそう言うと、テーブルの上に長い足を投げ出した。足でどかされた小皿や箸が床ゆかに落ちる。その横おう柄へいな態度は、教育実習中のものとは別物だ。

　前言撤てつ回かい。

　こいつは絶対この場を楽しんでるだけ。私達の力になってくれる訳がない。こいつを抜ぬいた五人で力を合わせるしかなさそうだ。

「にしても……１０８って、とんでもない数だよね」

　私の口からは自然と、溜ため息いきが漏もれる。

「マイナス１０８なら分かるけどさ、私達芸能人じゃないんだし」

　しかし、ビッチもパッチも全く同意をしてくれない。

　言っている意味が分からないのかな。私は言葉を選んでから、再び口を開いた。

「だってさ、フォロワーよりフォロー数のほうが普ふ通つう多いでしょ？」

「え、そういうもん？」

　ビッチはパッチの顔を見る。

　パッチは「さぁ？」と首をかしげている。

　……忘れてた。

　この人たち普通の女子高生じゃないんだった。

　聖アルテミス女学院の神かみ７セブン的ポジション。クラスメイトだけでなく上級生からも一目置かれて、隣となり駅えきにある男子校の生徒たちが彼女たちを見る為ために正門で出待ちをする。

　そんな勝ち組の中の勝ち組の女子なんだった。




「じゃあ、マイナスなのは市位ちゃんだけってことか」

　久保賀がニタリとしながら粘ねん着ちやく質しつな視線を送ってくる。

「えぇ、マイナス15ですけど」

　言っとくけど私のが普通だからね。そう主張したかったけど虚むなしすぎるのでやめた。

　はなちゃんは「私には無関係」というように、マカロンピラミッド破は壊かいに夢中だ。




「あ、マイカのツイートあった！」

　そう言ってビッチが壁かべに向かって手を伸のばす。

　彼女のアイコンには自撮どり写メが使われていた。夏に撮ったものみたいで、水着姿である。さすがビッチだ。




　テーブルの中央に表示されるビッチの呟つぶやきは、

『原宿で買ったＡＮＡＰのネオンカラーシャツきゃわわ♡♡』

『今日は全身甘めコーデ。ワンピースはスピンズ　ブーツはナイスクラップだょ』

『みてみて！　髪かみ染めた♡』

　こんな感じのものばかり。ちなみに全部写メ付きだ。




「あ、マイカの点数は84だから」

　つまり84人も見知らぬフォロワーがいるってことか。

　これなら１０８なんて、あっという間に埋うまりそうだ。

「このコーデの時は結構ＲＴされたなぁ」

　写真を眺ながめるビッチはどこか勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべている。

「……お前、自分大好きだな？」

　今回ばかりは久保賀に同意だ。

「え、自分のこと好きじゃない奴やつなんていんの？」

　ビッチはキョトンとした顔で目をパチクリさせる。

「自分に自信を持つのは良いことです」

　緑色（おそらくピスタチオ味）のマカロンを齧かじるはなちゃんに向かって「でしょ？」と、どこか嬉うれしそうにビッチが声をあげる。

「それにマイカ、分かってるからさ。今は若さでなんとかなってるだけだって」

　そう言ってビッチは頭の上に載のった特大リボンを撫なでた。

「こんな髪かみ型がただってできんの今のうちっしょ。だからマイカは今を楽しむの。女子高生でいられるのなんて、たった三年間の期間限定なんだから」

「……そんな風に思ってたんだ」

　思わず口に出した言葉に、ビッチが反応する。

「なにそれどういう意味？」

「いや、なんか意外だなって」

「はっ？　アンタまたマイカに喧けん嘩か売ってんの？」

　男のことしか考えてないパッパラパーだとばかり……とは、もちろん言えないから私は「まさか」と、首を横に振った。

　女子高生でいられるのは期間限定。当たり前のことなのに全然考えたことなかったな。人はみかけによらないとは、このことだ。

「じゃあ、ＹＥＳ押しちゃっていいの？」

「いやまだ早い」と、古寺がビッチを制した。

「えぇ、なんで～」

「ちょっと数字が大きすぎますね」

　はなちゃんが再び口を開く。

　さっきまで我関せずな感じだったのに。

　急に会話に参加しはじめた彼女を不思議に思ったが、すぐに納なつ得とくした。

　あんなに山盛りだったマカロンピラミッドが皿から姿を消している。

　全部食べきって暇ひまになっちゃったようだ。




「それで決定してしまうと残りは24。味田さんの点数はどれほどですか？」

「47かな」

　パッチもそんなにフォロワーがいるのか。

　いや、可愛かわいいから不思議じゃないんだけど。

　どんな事を呟いているのか、非常に気になるところだ。

「このように、１０８を超こえてしまう可能性があります」

「ブラックジャックは21の数字を超えたら、そこでアウトだ」

　古寺の言葉に、ビッチはプゥと両りよう頰ほおを膨ふくらませる。

「じゃあ、どうすんの。せっかく見つけたのに！」

　たしかに止めどなく流れるツイートの中から、再び自分のツイートを見つけるのは至難の業わざだろう。ずっと注目して壁を見ているけど、今のところ私は自分のツイートを見つけられていない（いや、見つからないほうがいいんだけども）。




「じゃあ、ここからお前だけ別任務だ！」

　そう言って、久保賀はＮＯの文字をタッチした。

　ビッチのアイコンがテーブルから消え、そのまま天てん井じように貼はりつく。

「見失わないように自分のアイコンを監かん視ししとくこと、いいな？」

「久保賀っちがやればいいじゃん！」

「お前、推理とか苦手だろ。ここにいても役にたたん」

　久保賀は自分を棚たなにあげて、言い放った。

「ヒドいんスけど～」

　不ふ貞て腐くされながらも、ビッチは立ちあがる。

　別任務のほうが自分にあっていると納得したんだろう。

　ウロウロと動き回りながら彼女は壁を流れる自分のアイコンを追いはじめた。

「残りの24をどう埋めるか……」

　古寺はささやくような小さな声で呟き、天井を見上げる。私も彼を真ま似ねて、顔を反らして目ぼしい呟きを探した。

　呟きだけじゃ、なかなか個人を特定できない。アイコンが全部、顔写真だったら探しやすいんだけど。そう考えている自分に苦く笑しようする。普ふ段だんはプリをアイコンにしている人間に対して「どんだけ自分に自信あんだよ」「目デカすぎ、原型とどめてねぇ」とか毒づいている癖くせにさ。

「あっ」

　はなちゃんが立ちあがり、壁に触ふれる。

「……紙し祖そさん」

　目の前に映し出されたのは、トラックを駆かけ抜ぬける紙祖さんの姿だ。

　体中の筋肉を隆りゆう起きさせ、汗あせをはじけさせながら走る彼女は、目の前のゴールをまっすぐ捉とらえている。アイコン画像を眺めながら妙みような違い和わ感かんがムクムクと湧わきあがった。

「……なんか変な感じ」

　思わず呟つぶやいた私の顔を、はなちゃんが覗のぞきこんだ。

「どうされましたか？」

「あ、いや……本人はもういないのに、ツイッターはちゃんと存在し続けるんだよなって」

「は？　そんなの当たり前じゃん」

　部屋中を歩き回りながら、ビッチが私に嚙かみついた。

「ほら何年も前に死んじゃった芸能人のブログに今でも書きこみが続いてたり、死んじゃった歌手のファンサイトがあったりすんじゃん」

　ビッチの後に、パッチが続く。

「本人が削さく除じよしても一度誰だれかがネットにあげた情報が完全に消えることはないもんね」

　二人の言葉に「そう、そうなの」と、私は深く頷うなずいてから言った。

「でもさ、それって自分の人生とは全く別次元のことって思ってたんだよね」

　私も、いつか死ぬ。

　それはずっと後の話で、その頃ころには今のＳＮＳなんて廃すたれてるって思ってた。

　だけど、今こんな状じよう況きようで死は隣となり合わせにある。

「考えたくないけど、私が死んじゃったらどうなるんだろう。私のツイートもこんな風になっちゃうのかな」

「そんな事考えちゃ駄だ目めですよ、ハナ」

　はなちゃんに窘たしなめられて口は噤つぐんだけど、思考は止まらない。

　考えてみれば紙祖さんと私は違ちがうよな。

　紙祖さんはどちらかというと芸能人側の人間だもん。ツイートだけじゃなく日本記録も残るし、なお且かつ人の記き憶おくに残るだろうし。




　でも、じゃあ私の場合は？




　私の呟きなんて好んで見返す人なんていないだろうから、偶ぐう然ぜん誰だれかが検けん索さくなんかした時に、ツイートが引っ掛かかって「ふぅ～ん、つまんね」って読まれて、すぐ忘れられたりするんだろうな。

　そうやって皆みんなから忘れ去られちゃうんだろう。なんか、それって悲しい。




「なに暗～い顔しちゃってんの？」

　久保賀が私の顔を覗きこむ。相変わらず距きよ離り感かんが近くてイラッとする。

「死んだ後の事なんて考えたってムダムダ！」

「うるさいな、ちゃんとブラックジャックの事考えてたし」

「で、なんか結論はでたの？」

　意地悪な笑えみを浮うかべて尋たずねてくる。こいつ全部お見通しでからかってるな。

「いや、紙祖さんは選んじゃ駄目だろうなって思って」

「でも有名な方なんですよね？」

　はなちゃんは不思議そうに首をかしげた。

「うん、だから有名すぎるっていうか……下へ手たしたら紙祖さんだけで、一人で１０８ポイント超えちゃうかもしれない」

　久保賀も「そうしたら一発ドボンだわな」と、肩かたをすくめる。

　紙祖さんならば１０８どころか２００、３００ポイントくらいいってしまうかも。

　なにせ彼女は陸上界のスターなんだから。




「いや……ないこともないかもな」

　古寺は、中央に浮かぶ彼女のツイートを順に追っていく。




「見ろ、この呟き全部同じのばっかりだぞ」





『フォロー返しにまいりました。ありがとうございます』

『フォロー返しにまいりました。ありがとうございます』

『フォロー返しにまいりました。ありがとうございます』






　返信先は違えど、コピペしたと思われる文章が延々と並んでいた。最後に書き込まれたのは今日の朝。おそらく早朝練習の前だろう。

「……律りち儀ぎにフォロー返ししてるね」

　古寺の指先から目を離はなし、意見を求めて私は周りを見やった。

「そう言えば、私もフォロー返された」

　パッチは思い出したように呟いて眼帯に触れた。触さわりすぎて眼帯が薄うす汚よごれてしまっている。分ぶん析せきを終えたように、はなちゃんも顔をあげた。

「あとは、その日したトレーニングメニューの報告を、たまにされてますね」

「……面おも白しろ味みもなんもねぇツイートばっかだな」

　久保賀は小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

「俺ならすぐフォロー外すわ……これ、いけんじゃねぇの」

「でも24超こえちゃうんじゃないかな？」

　それに１０８ポイントを超えてしまう可能性だって、まだ０じゃない。

「たしかにそうだ」

　古寺は私の意見を一度受け入れてから話しだす。

「でも君が言っていた通り、普ふ通つうはフォロワーよりフォロー数のほうが多い。プラスポイントを持つ生徒を見つけるのが一苦労である事も分かった」

　私を納なつ得とくさせるように、丁てい寧ねいに彼は説明を続けた。

「幸いなことに俺達は84ポイントをキープしている」

　食堂をグルグル歩き回るビッチが「イエ～イ」とダブルピースをした。

「ここで紙祖のポイントからマイナス24に近づけていく方が賢けん明めいかもしれない」

「点数によっては、味田のＩＤ探して１０８目指してもいいしな」

　久保賀の言葉にパッチも同意したように首を動かす。

「でも……」

「はい、決定！」

　私の反論を遮さえぎって、久保賀がＹＥＳの文字をタッチする。

「ちょっと！」

　声を張る私を宥なだめるように、はなちゃんが肩をさする。

「大だい丈じよう夫ぶです。まだ取り返しがつきますから」

　はなちゃんの天使の微笑ほほえみ効果で、なんとか怒いかりを収めて画面に目をやった。




『一年一組　紙祖　くるす』と、彼女の学生証が映し出される。

　問題は、この後だ。固かた唾ずを吞のんで、私達は画面の変動を見守った。




　紙祖さんの顔写真の下に現れた数字は、

『フォロー数７５７、フォロワー数７８６』




「……29ポイント」

　ほっとしすぎて、ちょっとだけ椅い子すからずり落ちる。

　紙祖さんが律儀な人で良かった。

　彼女こそ金の卵そのものじゃないか。このゲームを考えた奴やつは馬ば鹿かか。

　喜びムードを打ち消す様に、久保賀が舌打ちをする。

「５ポイント多かったか、惜おしいな」

　古寺が、すかさず言葉を返した。

「いや上出来だ。マイナスポイントを探そう」

「なぁ。お前ら知らねぇの、ちょうどマイナス５ポイントの奴」

　そんなの知る訳ないじゃん。

　久保賀に反論するのは労力の無む駄だなので、私は再び天てん井じようを眺ながめ出す。はなちゃんも同様に長い首をのけぞらして流れる文字を読み続けている。

「ここからは微び調ちよう整せいの作業になりそうですね」

　はなちゃんの一言にうなずきながらも「でも」と、否定の言葉が口から出ていた。

「正直、目ぼしい人を見つけられる気がしないんだよね」

「そんな弱気な事言っちゃ駄だ目めです」

「だって、私、学校に知り合い全然いないからさ」

　毎日、基本下を向いて生きてたからな。推理力だって全然自信ないし。私こそ食堂をグルグル歩き回る役が適任なんじゃないかと思った、その時。

「うへぇっ!?」

　目に飛び込んできた文章に、私の心臓がもげるかってくらい反応した。

　勢いよく立ちあがったせいで、ガタンと椅子が後ろに倒たおれる。

「なぁに慌あわててんの」

　面白いオモチャを見つけたように久保賀が目を輝かがやかせる。

「もしかして自分のアイコン見つけちゃった系？」

「あ、いや、じゃなくて」

「さっき見てたの、これだろ？」

　獲え物ものは逃のがさぬといったように、久保賀が壁かべにタッチする。彼はテーブルの中央に表示されたツイートをまじまじと眺めると不思議そうに首をかしげた。

「これ、ホントに市位ちゃんの？」

「だから違ちがうって……友達のです」




　映し出されたのは、『叶かなっちゃった夢って価値ない、ゴミ以下』という文章。

　ムーンウィッシュちゃんのツイートだったのである。

「へぇ、アンタ友達とかいたの」

　ビッチの失礼極きわまりない発言を制して、はなちゃんが口を開いた。

「この方は私達のクラスメイトですか？」

「実は、誰だれなのかは知らないんだよね……ツイッター上の友達っていうの？」

「だからそんなに驚おどろいているんですね」

「うん、まさか同じ学校の子だったなんて」

　驚きすぎて、まだ心臓がバクバクしている。でも、なんかちょっと嬉うれしい。

「なんだ、市位ちゃんのじゃねぇのか」と、久保賀がＮＯの文字をタッチしようとすると、

「待って！　ねぇ、久保賀っち。一いつ瞬しゆん代わって！」

　好こう奇き心しんが抑おさえられないビッチがテーブルに飛び込んでくる。舌打ちをして久保賀は壁のアイコンを追い始めた。

「なになに……やだ『彼の為ためならなんでもできる気がする』だって！」

「ムーンウィッシュちゃん、最近彼氏ができたみたいで」

　ビッチに友達のツイートを冷やかされて、私は内心苛いら立だっていた。

「うお、これもヤバイ」

　ビッチは楽しそうに呟つぶやきを読み続ける。

「『ずっと一いつ緒しよにいたいって言ったら、ピアスをくれた。人生初ピアス。めっちゃイタいけど幸せ』え、え、え、誰なの、これ!?」

　ビッチは水を得た魚みたいに大興奮して騒さわぎまくっている。四十年後、ゴシップ好きのおばちゃんと化した姿が易やす々やすと想像できるわ。

「もういいだろ」

　古寺が呆あきれたようにビッチを制する。

「今は二次面接に集中するんだ」

「そうだよ、時間がもったいない」

　パッチも冷ややかな視線を私達に向ける。アイコンをタッチしたのは久保賀なのに。

　釈しやく然ぜんとしないが「ごめん」と頭をさげてＮＯの文字にタッチしようとすると、

「ハナ、待って」

　はなちゃんの白い手が、私のブレザーを引っ張った。

「この方と親しくされてたんですよね？」

「うん、結構やりとりしてたかな」

「なら分かりませんか、この人のフォロー数」

「いやいやいや」

　ビッチが小こ馬ば鹿かにしたように苦く笑しようをなげかける。

「相手のフォロー数なんて全然興味ねぇべ」

「そうだよ、早く違う子探そう」

　パッチは既すでに壁のアイコンに目を向けている。

　うん、そう。

　普ふ通つうは人のフォロー数なんてみないし、興味もないもんだ……普通は。

　はなちゃんの言葉に、私はハッとした。

「……多分マイナス５、だと思う」

　私の言葉に古寺が反応する。

「確かか？」

「それならピッタンコじゃんね！」

　喜ぶビッチに対して、いつになくテンションの低いパッチは、

「……けど」と、どこか否定的な態度をみせる。

「なんで分かるの、人のフォロー数なんて」

「それは」

　私は口ごもりながら自らのスマホを取り出した。

　非常に恥はずかしくてキモいことだから本当は言いたくないけど、こんな状じよう況きようだから仕方ない。

「彼女から良い感じのリプライがくるとね、ずっと保存したくってさ。でも全部お気に入りとか登録すんのも恥ずかしくて……だから、スクショとってたんだよね」

「スクショとは？」

　頭にハテナマークを浮うかべるはなちゃんを古寺がフォローする。

「スクリーンショット。スマホの画面に表示された情報を画像化して保存できるんだ」

「あぁ、マイカも読モのブログとかよくやるわ」

　ビッチに同意しながら、私はスクショを探しだして、みんなにみせた。

　保存してあったムーンウィッシュちゃんのツイッター画像のフォロー数は13　フォロワー数は８だ。

「これ証しよう拠こになるよね。ちょっと前のだけど」

「あぁ充じゆう分ぶんだ」

　古寺は目元を緩ゆるめた。

　この人、普ふ段だんおっかない顔してるのに笑うとグンと子供っぽくなる。いつも笑っていれば生徒から人気が出ていたのに。

「お手て柄がらだな」

　そう言われて私は照れくさくて俯うつむいた。不覚にも古寺に笑い掛かけられてドキッとしてしまったのだ。だって男の人に微笑ほほえまれることなんて滅めつ多たにないんだもん。

「やるじゃん！」

　ビッチに背中をドンと叩たたかれて「ヘヘッ」と自然と笑えみが漏もれた。

「では」

　はなちゃんは赤ちゃんの頰ほっぺたに触さわるようにＹＥＳの文字に優やさしく触ふれる。

　相変わらず身のこなし方が綺き麗れいで惚ほれ惚ぼれする。




　紙祖さんのポイントにマイナス５されれば24。

　これでビッチのポイントを足せばちょうど１０８だ。これで二次面接をクリアできる。




　それとは別で私はドキドキしていた。

　ムーンウィッシュちゃんの正体が今から明らかになるんだ。もし、もしここから出られたら絶対友達になろう。彼女とならうまくやれる気がする。

　そんな事を考えている間に画面が切り替かわった。

「え？」

　表示された名前に、体が硬こう直ちよくする。

　嫌いやな汗あせが背中に滲にじみ、肌はだが粟あわ立だっていくのを感じながら、私は何度も表示された名前を頭の中で読み上げた。




　そこに現れたのは『一年二組　味田　レイコ』

　……パッチの学生証だった。




「何これ、この機械壊こわれてんじゃねぇの？」

　ビッチは呆れたように肩かたをすくめる。

「だってレイコっちのアカウント、これじゃないもんね？」

　しかしパッチは黙だまっている。

「レイコっち？」

「私のだよ……それサブアカだから」




　……本当に、パッチがムーンウィッシュちゃんなの。




「サブ、アカ？」

　再びはなちゃんの頭にハテナマークが浮かんだが、今度は説明をしてあげる人はいない。

　みんな困こん惑わくしてしまって言葉がでなかったのだ。




　ちなみにサブアカとは、サブアカウントの略。

　リアルで繫つながっている人用とネットで繫がっている人用とか用よう途とによってアカウントを使い分けるのは珍めずらしくない。だからパッチがサブアカを持っていた事に驚おどろいているわけじゃない。

　彼女が今まで名乗り出ず他ひ人と事ごとのように振ふる舞まっていた事に対して戸と惑まどっているのだ。

「あぁ、ダジャレですか」

　はなちゃんがトンチンカンな発言をしだしたので、私は「へ？」と我にかえった。

「ムーンウィッシュ、英語だと鯵あじをそう呼んだりするんです……ほら、味田さんの名前にアジって入ってるから……」

「それ以上解説しなくていいから！」

　苛いら立だったように、パッチが叫さけび言葉を遮さえぎった。さっき春巻きを食べながら叫んだ弱々しい悲鳴じゃなくて、ドスのきいた低くて芯しんのある声だった。

「なんで今まで黙ってた？」

　すっかり笑顔が消えた古寺に険しい表情を向けられて、パッチは俯く。

「てかカレシができたとか聞いてないんスけど!?」

　みんなとは論点のずれた怒いかりをビッチは露あらわにする。まぁ親友からカレができた事、秘密にされたら誰だれでも傷つくよね。

「だって秘密だったんだから。カレに絶対言うなって、言ったら別れるって」

「え、でもツイッターには書いているんですよね？」

　ネット事情に疎うといはなちゃんが首をかしげた。

「……だからぁ誰にも言えなかったから、ここに吐はきだしてたんでしょ!?」

　パッチの声は刺とげ々とげしく、食堂に響ひびく。

　彼女はギシギシと貧びん乏ぼうゆすりを始めて、不快さを全身でアピールしている。

　私の頭には井い戸どに向かって「王様の耳はロバの耳」と叫ぶ、あの童話が浮かんでいた。

　言葉にすれば、必ずどこかに漏れる。

　秘密にしたかったら苦しくても口を閉とざし続けるしかないんだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、誰にも言ったりしませんから」

　はなちゃんは優しく微笑むが、

「もう意味ないよ。カレにばれちゃってるもん」

「は？」

「……ごめんなさい、大治」

　パッチは、たしかにそう名前を呼んで食堂の壁かべに目を向けた。

　いや、正確には壁の前に立つ、久保賀大治に目を向けたのだった。




　パッチの彼氏って……久保賀なの？

「久保賀、お前な！」

　古寺が顔を歪ゆがめて彼に近づこうとした時だった。




「皆さん、お疲つかれ様でした」




　再びテーブルの中央に田篠先生のホログラムが浮かびあがった。

「たった今、二次面接合格グループが決定いたしました」

　えっ、私達まだゲームの途と中ちゆうなのに。どういう事？

「そんな怖こわい顔をなさらないでください、市位さん」

　先生がクククと喉のどを鳴らす。

「失格グループが出てしまいましてね……１０８をオーバーしてしまったのです」

　テーブルの中央に、撃うち殺された四人の女子生徒と飼育員の映像が表示された。

「彼らは勇ゆう敢かんと無む謀ぼうを履はき違ちがえてしまったようですね」

　映像から目をそらした私に、先生のくぐもった声が降り注ぐ。

「という事で、皆は、見事二次面接突とつ破ぱです」

　田篠先生が不気味な笑みを湛たたえながら拍はく手しゆをする。

「三次面接は一時間後、一階ピロティで行います、では」

　映像が途と絶だえても、喜びに浸ひたることはできなかった。

　目の前で起こっている事態の衝しよう撃げきが強すぎて、頭がパニック状態なんだもん。

「ごめんなさい、ごめんなさい大治！」

　再び時が動きだしたように、パッチが久保賀にすがりついた。

「……別にいいから」

「だって怒おこってるでしょ、約束やぶって」

「あぁ、うっとうしいな！」

　久保賀は舌打ちをして彼女を突き飛ばした。バランスを失いパッチが床ゆかに倒たおれ込む。

「うぅ」

　痛みに耐たえるパッチにむかい、久保賀がとどめをさす様に拳こぶしを振りあげる。

「やめなさい！」

　はなちゃんが久保賀の前に立ちはだかった。

　久保賀が「フンッ」と鼻で笑う。

　直感で分かった。その振りあげた拳は威い嚇かくなんかじゃない。

　こいつは女とか子供とか関係なく手をあげられるクソ野や郎ろうだ。

　このままじゃ、はなちゃんが殴なぐられちゃう。私は咄とつ嗟さにテーブルの上のフォークを摑つかみ、奴やつを威嚇した。

「……はいはい、分かったって」

　再び鼻で笑うと、久保賀は降参するように両手をあげた。

　もしかして私の脅おどしが利きいたのか？

「分かったから、それおろせよ」

　久保賀の言葉を聞いて、ゆっくり彼の視線を追う。

　そこには銃じゆうを構える古寺の姿があった。

「……おろす気はないみたいだな」

　久保賀を睨にらみつけながら私はパッチに駆かけ寄る。

　パッチは蹲うずくまったままピクリとも動かない。

　なんて声をかけていいか分からず戸惑っていると「ぷぷぅ」。横に立っていたはなちゃんが久々に天使のラッパを鳴らした。

「ハナ、なんでフォーク持ってるんですか」

　さきほどまで、殴られそうになっていたのに彼女は平然としている。

「もしかしてお腹なか減ったんですか？」

　どこまで天然さんなのよ、はなちゃん。必死にかばおうとした私がちょっと馬ば鹿かみたいじゃないか。「別に」と、ムッとしながら私はポケットにフォークをしまった。

「あ～あ」

　久保賀はワザとらしく何度も舌打ちをして頭をかきむしる。

「ホント馬鹿発見機だわ。なんで書いちゃうかな、こういうこと」

「……嫌きらいにならないで」

　パッチは床に突つっ伏ぷしたまま呻うめいた。こんな状態になっても、まだ久保賀の事が好きなんだ。震ふるえるパッチの背中を、はなちゃんは優やさしく撫なぜる。そして冷ややかな目を久保賀に向けた。

「もういいでしょう、彼女も謝っているのだから」

「カノジョ？　カノジョねぇ……」

　久保賀は顎あごが外れるんじゃないかってくらい口を広げて欠伸あくびをした。

「まぁ、いいや。今はこんな事どうでもいいだろ？」

「こんなこと？」

　思わず私は聞き返した。だってそんなの、あまりにもパッチが可か哀わい想そうだ。

「そうだろ、まずは生き残るのが最優先。面接を通過して、こっから出るんだよ」

「……もう終わりなの、私達？」

　パッチが涙なみだでグチャグチャの顔をあげた。

「ねぇ、このままじゃ私どうしていいか分からないよ」

　彼女は床を這はうようにして久保賀にすがりつこうとしている。

「味田さん」

　手を伸のばしたはなちゃんを振り払ってパッチは前方に手を伸ばす。

「花いちもんめで大治が仲間になって嬉うれしかった……ジャンケンで私を庇かばってくれたよね。それに、さっきも頑がん張ばろうって言ってくれて」

「あああ、めんどくせぇ」

　面めん倒どうくさそうにピアスの穴を弄いじりながら久保賀はパッチの言葉を遮さえぎった。

「割り切れよ、今はそういうの。じゃなきゃ察しろ！」

　久保賀は両手をあげたまま屈かがみこみ、泣きじゃくる彼女に顔を近づけた。

「じゃあハッキリ教えてやるよ」

「久保賀！」

　銃を構え直す古寺を無視して、彼は言葉を続けた。

「最初からな～んにも始まってないんだよ、俺達は」

　訳が分からず「え、え、え」と繰くり返すパッチから顔を背そむけて、久保賀はゆっくり歩きだした。

「少しおだてただけで尻尾しつぽふってついてきちゃってよ」

　久保賀の言葉に耳を塞ふさぎたくなる。

　だって私はパッチの、ムーンウィッシュちゃんの恋れん愛あい過程を全部ツイッターでみてきたんだから。

「もうやめてよ！」

　堪たまらなくなって私は叫さけんだ。

「もういいじゃん、充じゆう分ぶんでしょ!?」

「え、なんで市位ちゃんがキレてんの？」

　久保賀はヘヘヘッと、あの意地の悪い笑えみを私に向けた。

「まさか味田に友情感じちゃった系？　それともお前も俺に惚ほれちゃってた？」

「ふざけんな！」

　誰だれがお前なんか好きになるかと、叫びたかった。でもパッチを前にそんなこと言えるはずもない。パッチの為ために何もできない自分が情けなかった。

「いいんだよ、市位ちゃん。この馬鹿女はな、大人の男と付き合ってる私ってかっこいいって自分に酔よってただけなんだから。そうだろ？　快楽におぼれて気持ち良くなりたいだけなんだろ!?」

「どうしちゃったの、大治」

　パッチの声は震えすぎて擦かすれ、よく聞き取れない。

「いい加減に分かれって。その点、瀬繹はお利口さんだったよな」

　久保賀が進む先には、俯うつむいて黙だまっているビッチの姿がある。

　ビッチは「こっち来んな！」と、テーブルの後ろに身を隠かくした。

「瀬繹から言ってやってくれよ、なに本気になってんのって？」

「……マイカっち？」

「だ、だって、アンタがこいつの事好きだなんて知らなかったから！」

　テーブルの後ろからビッチのキャンキャンと吠ほえる声が響ひびく。

　なんなの、この修しゆ羅ら場ばは。

　てか、いつの間にこの人たちそういう関係になってんの。

　教育実習生との恋こいとかって、そういうの漫まん画がの中だけじゃないの。

　はなちゃんが隣となりにいる私にも聞き取れないような声で「不潔」と呟つぶやいた。




　パッチの眼帯は涙でグジョグジョだ。端はしからポタリポタリと液体が滴したたり落ちている。

「酷ひどい酷いよ」嗚お咽えつを漏もらしながら、パッチは再び床ゆかに蹲った。

「……こんな事して良いと思ってんの？」

　私の言葉に反応して、久保賀はニタリと楽しそうに顔を歪ゆがめた。

「市位ちゃんによる道徳の時間スタート？」

「じゃなくて……人の気持ち云うん々ぬんの前にさ、バレたら問題になるとかそういう事は考えなかったの？」

「んなこと？」

　どこかガッカリしたように久保賀が耳たぶを弄る。

　そして彼は『日本の首都は東京です』と至し極ごく当たり前の事実を述べるような、そんな口ぶりで言った。




「考える訳ねぇじゃん、どうせお前ら死ぬんだから」




　え、死ぬってどういう事。

　こいつまだ『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』についてなんか知ってんの。

　ねぇ、誰でもいいからアイツに聞いてよ。私怖こわくて口が動かない。

「久保賀！」

　唸うなるように吠えた古寺の口元からギリリと歯はぎしりの音がする。

「あぁ」と、久保賀は意味ありげに唇くちびるを綻ほころばせた。

「そっか、まだ知らないんだもんな、コイツら」

「どうせ死ぬって……」

　絶望に顔を歪めたパッチが尋たずねる。

「言葉の通りだよ。金の卵に選ばれるのはたった一人。他ほかは腐くさった卵ってことで握にぎりつぶされんのさ……だよな、古寺？」

　古寺が否定してくれるのを心の底から祈いのったのに、彼は歯ぎしりを鳴らすばかりで黙っている。久保賀だけでは半信半疑だった言葉が、確信に変わる。

「は？　何それ」

　ビッチはテーブルの後ろから青ざめた顔を覗のぞかせた。

「じゃあこれまで頑張った意味ないじゃん」

「うん、ないねぇ」

　久保賀はサラリと即そく答とうする。

「特にお前は無理だろうな」

　いやらしく笑う久保賀を見て、はなちゃんの眉み間けんに皺しわが刻まれる。

「では『どうせ死ぬ私達』と行動を共にしている理由は？」

　久保賀は、さも面倒そうに顔を歪めて「古寺、パス」とボールを投げるジェスチャーをした。ボールを投げられた古寺はしばらく黙っていたが、観念したように口を開いた。

「死にたくないからだ」

　古寺は丁てい寧ねいに言葉を選んで、ゆっくりと話しているようだった。

「俺ら飼育員が、ここを抜ぬけ出す条件はただひとつ。金の卵を見み極きわめて最終面接までいざなうこと。さっき君が言っていた通り、君達がしくじると俺も殺される……こっちも命がけなんだ」

「自分も被ひ害がい者しやだとでも、おっしゃりたいの？」

　はなちゃんの柔やわらかそうな唇から発せられているとは思えないくらい、その声は恐おそろしく冷たい。古寺は「違ちがう」と反論するも、後の言葉が続かない。

「俺は被害者のつもりは全然ねぇよ？」

　ピアスの穴の感かん触しよくを楽しむように久保賀は耳たぶを弄いじっている。

「この状じよう況きようを最大限に楽しんでるから」

　耳たぶを弄り続ける久保賀の顔がサディスティックに歪む。

「教育実習生として良い先生演じてみたり、どうせ死んじまう女子高生たぶらかしたりな」

　わきあがる不快感で窒ちつ息そくしそうだった。

　横にいるはなちゃんは汚きたならしいものをみるような視線を奴やつに送り続けている。

　パッチの顔は怖くて確かく認にんできない。

　花いちもんめで、こいつの正体に気づかなきゃよかった。

　過去の自分を死ぬ程恨うらむよ。この状況、一体どうすればいいの。逃にげ出したいのに体が動かない。

　久保賀は下品な笑い声をあげた。

「文句はいくらでも聞くぜ、生き残った後でな」

　残ざん虐ぎやくな笑みを浮うかべたまま、久保賀は背を向けた。

「ほら、さっさと移動すんぞ」

　ついていく者などいなかったが、彼はおかまいなしに食堂出口に向かって歩き出す。

　なんの曲か聞き取れなかったが、吞のん気きに鼻歌まで歌っている。

「あれみんな行かないの？　じゃあ現地集合ってことで」

　久保賀が振ふり向きもせずに私達に「バイナラ」と、手を振った直後だった。

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。

「ふざけんなっ！！！！」

　床に蹲うずくまっていたパッチが突とつ然ぜん立ちあがり古寺に飛びかかった。

　ふいをつかれた古寺は襲おそわれるまま床に倒たおれ込んでいく。

　久保賀の行動に気を取られていた彼から銃じゆうを奪うばうのは女子高生のパッチにも難しいことではなかった。

　その音に驚おどろいた久保賀がこちらを向いた途と端たん、奴の体は銃じゆう撃げきを受けて跳はねあがっていた。

「ぐはっ!?」

　久保賀は撃うたれた腹を押さえながら、地面の上を転がっている。

[image: ]

　彼女を止めもできず、私達はその様子を見守ることしかできなかった。

「死ね、死ね、死ね、死ねッ!!」

　何度も「死ね」を連呼しながらパッチは銃を乱射して、久保賀に近づいていった。

「グッ、クッ、ハッガッ」と、銃撃に合わせて久保賀が声をあげる。

　されるがまま銃撃を受けて倒れた久保賀が口の端はしに泡あわをためながらもがき苦しんでいる。パッチはそのまま彼の体にドシンと跨またがった。傷口の上に座られて、激痛が走り、久保賀が悲鳴をあげる。

　命いのち乞ごいをするように彼はパッチに向かって手を伸のばす。

「あじ、た……待っ」

「さよなら」

　言葉の途と中ちゆうでパッチは、久保賀の頭を撃ち抜いた。

　絶命した久保賀の右手が音を立てて落下していく。その手には、パッチがつけていた眼帯がにぎられていた。

「……ペラペラペラペラ御ご託たく並べてんじゃないよ」

　露あらわになった彼女の右みぎ瞼まぶたにはシルバーピアスが突つき刺ささっていた。

　パッチのツイートを思い出す。




『ずっと一いつ緒しよにいたいって言ったら、ピアスをくれた。人生初ピアス。めっちゃイタいけど幸せ』




　久保賀から貰もらった幸せのピアスを隠かくす為ために眼帯をつけてたってこと？

　もうなにもかもイタすぎるよ。こんな恋こいの終わり、誰だれも望んじゃいなかったのに。

「レイコっち、大だい丈じよう夫ぶ？」

　怯おびえたように近づいてくるビッチに、パッチは銃じゆう口こうを向けた。

「……いっつもそうだよね」

「え？」

　青ざめたビッチは、彼女から逃げるように後ずさっていく。

「私がなんか食べてると一口ちょうだいってさ……春巻きも男もパクパクパクパク」

　そう言って、彼女はビッチの足元を撃ち抜いた。ビッチは悲鳴をあげて腰こしを抜かした。

「だって久保賀とレイコっちのこと知らなかったから」

「知らなかったらなんでも許されるの？」

「だって」

　命乞いを続けようとするビッチのポニーテールが吹ふき飛ぶ。束ねられた髪かみの毛が千切れ、途中で焼け焦こげている。「ひっ」と、ビッチはガクガク震ふるえながら声をあげた。

　震える親友を見つめながらブツブツとパッチは「もうやだ、こんなの、全部終わらせなきゃ……」などと、繰くり返している。完全に頭がぶっ壊こわれている。「もうやめて」って、声をあげたいのに、怖こわくて声が出ない。

　パッチは突然、ブツブツ呟つぶやくのをやめると結論が出たように、ビッチを見下ろした。

「そっか……マイカっちは悪くないよね」

　そう言って微笑ほほえみ、狙ねらいを定めるようにピアスのついた瞼を閉じる。

「なら久保賀に遊ばれちゃった私も、みんな死んじゃえば良いって思う私も、みんな殺して一人生き残りたいって思う私も悪くないよね？」

「もう、つまみ食いしないからっ！」

　ビッチが叫さけんだ直後、パッチは彼女の顔面に向かって何度も引き金を引いた。

　レーザー銃で顔面を撃ち抜ぬかれたビッチはパンツ丸出しにして、そのまま絶命した。




　へっ？　へっ？　噓うそ？




　あっという間に二人を撃ち殺してヘラヘラ笑っているパッチと、さっきまで「嫌きらいにならないで」って泣いていた人は同一人物ですか？

　こちらに銃を構えて「みんな消えちゃえばいい」とブツブツ繰り返してるのは誰なの？

「危ない！」

　茫ぼう然ぜんと立ちつくす私の腕うでを、はなちゃんが思いっきり引っ張った。

　私の真横をレーザーが走り抜けていく。

　パッチが、私を殺そうとしている。

　それを理解した途端、恐きよう怖ふで眩暈めまいがして視界が揺ゆらぐ。

　はなちゃんが助けてくれなかったら、確実に死んでいた。

「こっちだ！」

　古寺が叫びながらテーブルを横よこ倒だおしにする。

　彼が作ったバリケードの中に、私とはなちゃんは飛び込んだ。むやみやたらに、当てずっぽうに、パッチは私達に向かって銃撃を繰り返す。レーザー銃がバキバキとテーブルを破は砕さいしていく。

　乱れた息を整えながら古寺が私とはなちゃんの顔を見やる。

「あれだけ撃ち続けていれば、引き金を引くのに疲つかれてくるだろう」

　そう言って彼は食堂の出口を指さす。外までの距きよ離りは十数メートルだ。

「……とにかく外まで走るんだ」

　今は仲間割れしている場合ではない。私は古寺の言葉に頷うなずいた。

　パッチは銃じゆうを撃うちまくりながら、私達に近づいてくる。

　テンポよく続いていた銃じゆう撃げき音に耳を集中させていると、僅わずかにリズムが崩くずれた。

「行くぞ！」

　古寺の言葉を合図に私達は飛び出した。

　容よう赦しやなくパッチはこちらに銃口を向ける。薄うす暗ぐらい室内に、無数の銃じゆう声せいが轟とどろいては消えていく。テーブルや椅い子す、食堂の壁かべが次々と砕くだけ散っていった。

「止まるな、走れ！」

　古寺の声がやたら遠くに聞こえる。

　目の前を走るはなちゃんのツインテールが波打ちながら揺れている。シャンシャンシャンと音を奏かなでながら右へ左へ。私は、彼女の美しい髪の毛だけを見つめて足を踏ふみ出す。足が速い彼女との距離は徐じよ々じよに広がっていく。

　このままじゃ置いていかれちゃう。急がなきゃ。

　息が続かず喘あえぎ喘ぎになりながら進むが、足がもつれた。私の体は限界が近づいていた。バランスが崩れて体がふらつく。

「ハナ！」

　はなちゃんが振ふり向き、私の名前を呼んだ。

　必死に地面に踏ん張るも、グラリと倒たおれてそのまま尻しり餅もちをつく。

「……もう無理」

　心も体もギブアップ宣言。はなちゃんの後に続きたいのに、ピクリとも動いてくれない。

「ハナ！」

　はなちゃんが私の元に駆かけ寄ってくる。

「駄だ目めだよ、早く逃にげなきゃ」

　もういいから、私を置いて逃げて。そう必死に訴うつたえるも、はなちゃんは私の体を抱だき起こして、無理やり立ちあがらせた。私を抱き寄せたはなちゃんの体は熱く火ほ照てっていた。

「諦あきらめちゃ駄目……もう少しですよ」

　そう微笑む彼女に向かって頷いた瞬しゆん間かん、彼女の長いツインテールが逆立った。衝しよう撃げきを受けて二本のリボンのように髪の毛が舞まい上がったのだ。はなちゃんの体が前のめりに倒れていく。

　はなちゃんは笑え顔がおを保ったまま床ゆかに崩れた。

　やだ、やだ、やだ。

　目の前の現実を受け入れられない。

「はなちゃん！」

　私は叫びながら、はなちゃんの体に手を伸のばした。
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　どうしよう、目の前の現実が受け入れられない。




　尚なおも銃撃は続いているはずなのに、私の耳に届くのは激しく乱れた心臓の鼓こ動どうだけだ。

「はなちゃん！」

　何度呼んでも、床に突つっ伏ぷすはなちゃんはピクリとも動かない。

　知らぬ間に涙なみだがとめどなく目から溢あふれて視界がぼやける。

　はなちゃんを助けなきゃ。無我夢中で駆け寄り、彼女に触ふれようと手を伸ばした時、

「諦めろ」

　古寺が私を摑つかんだ。

　諦めろって、何言ってるの？

　言い返したいが手首を包む古寺の手に力が籠こもって、骨が軋きしむ。

　そういえば檻おりに入ってる時も飼育員にこうして思い切り摑まれて痣あざになっていたんだった。既すでに負傷している箇か所しよを握にぎられて痛がる私を、問答無用でズルズルと古寺は引きずっていく。

「放してっ！」

　彼の手を振り払はらおうとするもビクともしない。

　私達のすぐ脇わきをレーザーの光が横切っていく。そのひとつが古寺の右みぎ腕うでをかすり彼は一いつ瞬しゆん顔を歪ゆがめたが、すぐに叫さけんだ。

「稲沢は死んだんだっ」

「噓うそ、そんな訳ないじゃん!?」

「見てただろ、アイツが撃たれるところを！」

　見たよ、見たけどさ。あんなの信じられるはずない。

　私は髪かみを乱しまくりながら「違ちがう、違う、違う」と、首を横に振り続けた。

「だって、こんな簡単に、はなちゃんが死ぬわけないじゃん。だって彼女は綺き麗れいで頭が良くて、面おも白しろくて、優やさしくてこの学院の鑑かがみ。パーフェクトガールなんだから」

「……もういい」

　話し合いの時間は終しゆう了りようと言わんばかりに、古寺は私をひょいと抱かかえて、そのまま食堂の外へと飛び出した。抵てい抗こうするも米俵のように抱えられて、なす術すべがない。

　私とはなちゃんの距離はみるみる離れていく。

「やだやだやだ！」と、叫びながら力任せに古寺の背中を殴なぐりつけるも、彼は動じることなく無言のまま廊ろう下かを走り続けた。

「おろせよ、おろせってば！」

　私達と並走するように、銃じゆう声せいが駆け抜ぬけていく。古寺の背中は汗あせで湿しめり、今にも湯気が立ちそうなほど熱かった。

　顔をあげて食堂を見やると、はなちゃんを飛び越こえてパッチがこちらに向かってくるところだった。

　ブツブツと何か呟つぶやいているが聞き取れない。

　腕うでが疲つかれているのか、銃じゆうを持つ手が揺ゆれて、銃じゆう口こうがあらぬ方向を向く。四方八方に引き金を引くせいで廊下の照明や掲けい示じ板ばんが次々と破は壊かいされていった。

　古寺は、それを避よけるように左右に動きながら前に進む。

　狙ねらいが定まらず、パッチは舌打ちをする。その表情が久保賀そっくりで背筋が凍こおった。

「ねぇ、ツイートで書いてたパッチって……私のことでしょ？」

　パッチはニヤリと笑いながら私に話しかける。

「マイカっちがビッチ。モクハっちがリッチ……まさかアンタだとはねぇ」

　私は自分が呟いてきた悪態の数々を猛もう烈れつに恥はじた。

　馬ば鹿か発見機に引っ掛かかったのは、私も同様なのである。

「ああやって、いつも私らのこと、馬鹿にしてたんだ」

「違ちが……いや、違わないけど、でも！」

「でも、なに？」

「私、本当に友達になりたかったんだよ。ムーンウィッシュちゃんと！」

「何を今いま更さら」と、パッチは鼻で笑ってみせる。

「今更かもしれないけど、リプ貰もらう度たびに思ってた。ムーンウィッシュちゃんとのやりとりが毎日の救いだった。こんな子がクラスにいたら毎日楽しいだろうなって！」

　私は必死に訴うつたえ続けた。だがパッチは表情一つ変えずに銃を乱射しながら言った。

「別にさ、私だって市位さんのこと嫌きらいじゃないよ。でも死んで、お願いだから。そうじゃなきゃみんなに大治とのこと知られちゃうじゃない」

「久保賀のことなんて誰だれにも言わないよ、もう忘れよう？」

「無理。アンタ見る度に、大治とのこと思い出しちゃうもん」

　駄だ目めだ。何を言ってもパッチには届かない。

　次にかける言葉が浮うかばず口ごもっていると、古寺が突とつ然ぜん叫さけんだ。

「……あった！」

　突とつ然ぜんスピードをあげた古寺は、肩かたを押しつけるように壁かべに体当たりした。

　ドンッ！

　振しん動どうが伝わり、体にズシンと衝しよう撃げきがくる。それと同時に廊下の電気が消えた。

　古寺が廊下のスイッチを消したのだと分かるまで少し時間がかかった。

　私を抱えているので、手が使えなかったのである。

「ふぅ～ん、そうきたか」

　暗くら闇やみの中、パッチの声と共にレーザーが流れ星のように輝かがやく。

　それを綺麗だと思う余よ裕ゆうは私達にはなかったけれども。闇やみにまぎれながら走る古寺は方向転てん換かんをして角を曲がる。見事なドリフトで速度が全然落ちない。しばらく進むと、彼は一つのドアの前に立ち、中へと飛び込んだ。




　生ぬるい空気に混ざった、ツンと鼻をつく塩素の臭におい。

　部屋に所ところ狭せましと並べられたロッカー。どうやらここはプールの更こう衣い室のようである。

　古寺は壊こわれ物を扱あつかうかのように、ゆっくりと私を地べたに下ろした。

　抑おさえていた怒いかりが急にこみあげてきて彼を突き飛ばして逃にげようとするが、すぐさまロッカーに体を押し付けられる。

「今出たら死ぬぞ」

「彼女を置いてきぼりにするなんて！」

「自分の状じよう況きよう分かってるのか!?」

「お別れの言葉も言えなかったっ」

　古寺と私は言葉を重ねながら叫び続けた。

　次なる言葉を発しようとした途と端たん、彼の大きな手が私の口元を覆おおった。必死に抵抗して、その掌てのひらにむかって声にならない罵ば声せいを浴びせ続ける。

「友達を失ってショックなのは分かる」

　掌に嚙かみついてやろうとしていた私を、彼はそのまま抱だきしめた。

「でも今は静かにしてくれ、頼たのむから」

　思い切り抱きしめられて息ができない。

　古寺の心臓の音がすぐ近くに聞こえる。こんな風に男の人に抱きしめられる日がくるなんて思ってもみなかった。女の子とは全く違う匂におい、体の感かん触しよく。古寺の体のどこを触さわっても、なんだか硬かたい。

　仕方なく、私は抵抗せず、しばらくの間、彼に抱きしめられていた。

　懇こん願がんするように訴える古寺の顔があまりにも悲しげで、今にも泣きそうなものだったから。そんな顔をされては頭にのぼった血だって急降下だ。

　それにさっきから胸のドキドキが止まらない。

　この心臓の音を聞かれたらって思うと、恥ずかしくてムズムズする。

　今の私、顔も首筋も真っ赤になってる。




　自分を落ちつかせる為ために俯うつむいていたら、はなちゃんの甘い匂いが、一いつ瞬しゆん鼻び孔こうに蘇よみがえった気がした。




　本当は分かってる。




　もう、はなちゃんにできることが何もないのも。あそこに留とどまっていたら死んでたってことも。全部分かってるんだ。

　けど、あんな風にお別れの時間がくるなんて。




　私達は運命共同体、一いち蓮れん托たく生しようじゃなかったの？

　私のせいで、はなちゃんは死んだ。こんな現実つらくて耐たえられない。

　ひとり置いてきぼりにするなんて、酷ひどいよ。




　壊れた蛇じや口ぐちみたいにボタボタと、体内の水分を絞しぼり出す様に涙なみだを垂れ流すことくらいしか、もう私にはできない。




「静かにできるな？」

　私がコクリと頷うなずくと、やっと古寺は手を離はなした。

「……そっち持ってくれ」

　古寺はそう指示するとロッカーの片側を両手で抱かかえ込んだ。

　言われるがまま私は同じように片側に立ち、ロッカーを持ち上げる。中は空っぽらしく、見た目より重たくはなかった。

「こっちだ」

　汗あせで手が滑すべりそうになりながらも、古寺と共にロッカーを扉とびらの前まで運んで出入口を塞ふさいだ。少しは侵しん入にゆうを防げるかもしれないが、完全に塞ぐのは無理だろう。

　この軽さでは、外から思い切り押せば扉に押されてロッカーは簡単に動いてしまう。




　外からは尚なおも銃じゆう撃げき音が響ひびき続け、それは段々と近くなってきていた。パッチは片っぱしから扉を開けては部屋に向けて銃を乱射しているようである。あの大人しかった彼女からは想像つかない姿と行動だった。




　恋れん愛あいというものは、ここまで人を狂くるわせるのか。

　田篠先生の実態を知ってショックだったけど、私はあんな風にはなれなかったな。

　というか、今まで彼に淡あわい恋こい心ごころを抱いだいていた事すら忘れていたし。

「他ほかのやつも運ぶ？」

「いや、それより残り時間は？」

　ドアに背を向けながら、古寺が言った。

　訳が分からず私は「へっ？」と聞き直す。

「三次面接の集合時間までの、だ」

　最初からそう言えよ。そう思いながら私は、スマホ画面を彼に向けた。

「あと、五十分くらい」

　古寺は目を見開き「十分か」と、ボソリと呟つぶやき、部屋の奥へと進んでいく。




　何が言いたいのか、その呟きだけで充じゆう分ぶん伝わってくる。

　私も同じ気持ちだった。

　田篠先生の告知から、まだ十分しか経たっていないなんて信じられない。

　十分前までは、はなちゃんとビッチ、ついでに久保賀は私の隣となりで生きていたんだ。




　悲劇は一いつ瞬しゆんで起こり、悲しみは永遠に続くんだ。

　心がどんより重くなっていく。

　このままでは、また悲しみに吞のみこまれてしまう。

　私は慌あわてて話を戻もどした。




「どうやって一階まで行くの、出口塞いじゃったけど」

　この部屋の出口は一個だけだ。

　部屋の奥はプールに繫つながっているだけで逃にげ場は他にない。

　一階に行くには、今来た道を戻り食堂の奥にある階段を登らなくてはならない。

「少しは頭を使え」

　古寺は呆あきれかえったように溜ため息いきをつく。

「ここはどこだ？」

　苛いら立だつ気持ちを抑えて「プールの更こう衣い室」と答えると、彼は頷いた。

「この部屋の先はプールに繫がっている。他にプールに繫がる場所は？」

「他って？」

「だから頭を使え。プールに入るのは生徒だけか？」

　その言葉でハッとする。

「……教員用更こう衣い室」

「そうだ、教員用更衣室は一階へと繫がっている。教員の更衣室の入り口がどこにあるかなんて意識している人間は少ないだろう」

　たしかに、私も更衣室の扉が一階のどこに繫がっているのか見当もつかない。

「味田が虱しらみ潰つぶしに部屋を探たん索さくしている間に、一階に急ごう」

「じゃあロッカーを移動させたのは」

「部屋に閉じこもっていると少しでも勘かん違ちがいしてくれれば」

　時間稼かせぎになる訳ね。

　納なつ得とくしながら私はスマホをポケットにしまった。それを見守っていた古寺の動きが止まる。

「……すまない」

　彼は私の手首の痣あざをじっと見つめている。

「あぁ、違ちがう。これは檻おりに入れられてた時に、飼育員が」

　古寺のせいじゃないと言葉を続けようとするが「俺だ」と、彼はそれを制した。

「へっ？」

「その時に腕うでを摑つかんだのも」

　私は「へっ？」と馬ば鹿かみたいに繰くり返した。

「余計な事をして、お前も撃うち殺されるかと思って」

　そうか。

　委員長の目を閉じさせようとした時、私の手を爪つめが食い込む程握にぎったアレは古寺だったのか。

「……私を守ってくれようとしたの？」

　飼育員のくせに？

　私の思考を見み透すかす様に、彼は自じ虐ぎやく的てきな笑えみを浮うかべた。

「どの口がそんな戯たわ言ごとを、って話だよな」

　再び歩き出そうとする古寺の腕を、今度は私が摑んだ。

「ねぇ、なんでアンタはこのプログラムに参加したの……ていうか、そもそも飼育員ってなに？」

　古寺はしばらく黙だまった後、歩みを進めながら静かに口を開いた。

「昔から教師になるのが夢だった、というか当然なれるものだと思い込んでいて……それ以外の未来を想像すらしていなかった」

　なんの話が始まったのか分からなかったが、口出しをせずに黙っていた。

「だが高校の頃ころに親父おやじが倒たおれて、学校を続けられなくなった」

「え、でも」

　思わず口を挟はさむ。

　だって、それっておかしい。だって教育実習って大学で勉強してないと来られないものじゃないの。私が疑問を投げかける前に古寺は「そうだ」と頷うなずいた。

「俺は大学どころか高校も卒業していない。お前と同じくらいの時から働きに出ている」




　古寺はプールに繫がるドアを開ける。

　建てつけが悪いのかギギギと鈍にぶい音が鳴った。ゴゥンゴゥンと回る換かん気き扇せんと、微かすかに水の音がする。高い天てん井じようには制服のネクタイと同じ色をした旗がぶら下がっている。

　薄うす暗ぐらいプール脇わきを私達は進む。

「別に自分を不幸だのどうだの言うつもりはない。描えがいていた将来の道筋が途と絶だえて、一通り悪い事にも手をだした……それこそ俺は『腐くさった卵』に成り下がっていたんだ。そんな時、久保賀から呼び出されて『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』について聞かされたんだ」

「久保賀に？」

「中学が一いつ緒しよで。あいつは当時から水泳部のスターだった」

「友達だったの？」

「どうだろうな……ただ卒業してからも連れん絡らくを寄こすのは久保賀ぐらいだった」

　久保賀の話をする古寺の表情はこちらから読み取れない。

「久しぶりに会った久保賀はトラブルを起こして人生をふいにしたところだった」

「トラブル？」

「詳くわしくは知らないが、女と揉もめたらしい……それでコーチから見捨てられたんだ」




　死んだ人間に対して悪態をつくのは気が引けるけども、やっぱりアイツはカス野や郎ろうだ。




　コーチから見放されるなんて、一体どんな下げ衆すな行動をとったんだろう。

　そもそもアイツの病的な女好きのせいで、今こんな事になっているんだから。

　嫌けん悪おで顔を歪ゆがめる私の相あい槌づちを待たずに、古寺は再び喋しやべり出した。

「選手生命を断たたれてお先真っ暗な久保賀は、こう言った。『どん詰づまりの俺達にとっておきのゲームがある』」

　古寺の言葉が、久保賀の声で再生されていく。

「『クリアすれば人生やり直せるぞ。かなりヤバそうな臭においがするが、クソみたいな日常から抜ぬけ出せるんだ。安いもんだろ』ってな」

　ちょうどプールを半分歩き終えたところで彼はこちらを振ふり返った。

「やつの言葉につられて、このプログラムに参加した……飼育員は、そんな人生のレールを踏ふみ外した人間の寄せ集めさ」




　人生をやり直す？　寄せ集め？




　古寺の口から発せられる言葉に戸と惑まどいっぱなしだった。

「……ごめん、まだ全然ピンときてないんだけど」

　さすがに今回は「頭を使え」と古寺は言ってこなかった。

「飼育員も『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』の参加者なんだよ。お前らとゲームの内容は少し違うがな」

　意味不明すぎて思考回路はショート寸前である。

「俺達に与あたえられた課題は最初から一いつ貫かんしていた……金の卵の見み極きわめだ」

　二十五メートルプールの横を端はしから端まで歩ききった古寺は、階段の手すりを摑む。サビついた階段のすきまからは下がのぞけて見えて少し怖い。

　それはプールの頭上をロの字型にとりかこむ通路へと続いていた。通路からはプールを見下ろすことができて体育を休んだ人はそこで授業を見学する。通路の壁沿いに教員更衣室はあった。

「最初は、檻から抜け出せる生徒の予想。次の花いちもんめで、金の卵候補の仲間に入る。そして少女たちを手て懐なずけて最終面接を通過すること。金の卵に付き添そい終えた飼育員だけが、自身も『金の卵』になれるというわけだ」

　一歩一歩階段を踏みしめるように古寺は進んでいく。

「金の卵に選ばれれば望みが一つ叶かなえられる、俺の場合は……」

「教師になること」

　前を歩く背中に言葉を投げると、彼はコクリと頷いた。

「『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』の準備の為ため、俺と久保賀は学院に実習生として潜もぐり込んだ。夢が叶ったようなものなのに」

　突とつ然ぜん古寺が立ち止まるものだから、私は顔面を彼の背中に打ちつけた。

　地味に痛くて、私は鼻を押さえる。

　更こう衣い室の扉とびらがすぐそこにあるというのに、古寺は手すりを握り締しめたまま、動かなくなった。

「……胸に込み上げたのは猛もう烈れつな嫉しつ妬とだった。生徒の姿を目まの当たりにした時、実感したんだ。俺と彼女達の差に。輝かがやかしい未来しか待っていない彼女達に」

　古寺の背中は、わなわなと震ふるえている。

「手を伸のばせばなんでも手に入るのに、何もせず周囲に流されて、どいつもこいつも、ダラダラと時間を浪ろう費ひしている……そんな生徒が『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』に巻き込まれる、ざまぁみろと思った」




　気持ちが分かる、なんて言ったら古寺は「ふざけるな」というだろうか。

　学院に入学してから、私も周囲との差に愕がく然ぜんとしてばっかりだったから。

　彼が生徒達に冷たい視線を送っていたのも、合が点てんがいった。

「でも実際に生徒が撃うち殺されるところをみて、自分の過あやまちに気付いて……」

「……もう分かったから」

　聞いているのがつらくなって止めに入るも、彼は言葉を続けた。

「妬ねたましかろうが羨うらやましかろうが、俺に彼女達の未来を奪うばう権利なんてないのに……欲よくに目がくらんで、でも死ぬのが怖こわくて、田篠に従い続けて」

「もういいって！」

　私は叫さけんだ。

「何言われたって許せないもん……このゲームに自分から参加したってことは」

　古寺はやっと我にかえったようで酸素を補ほ充じゆうするように、静かに息を吐はき、口を噤つぐんだ。

　頭の中はゴチャゴチャで、うまい言葉が浮うかばなかったから私は思った事をそのまま口に出すことにした。

「でも、ありがと。話してくれて、あと助けてくれて」

　うん、今言えるのはそれだけだ。

　目の前の背中が半転し、目を丸くした古寺の姿が露あらわになった。

　何か言おうとしている彼の体を「いいから進んで」と、そのまま回転させて前を向かせる。

　彼の背中を押すと、さっき抱かかえられていた時と同じように、そこは熱くなっていた。感情が高ぶると体温もあがるって、なんかで読んだのを思い出した。

　きっとくだらないネット記事だろう。

「にしても、災難だよね」

「なにがだ」

　古寺は背中を押されるまま階段を一歩ずつ上がっていく。

「他ほかの子なら最終面接まで行けたかもだけど……よりにもよって残ったのが私なんてさ」

「そんなことないっ！」

　古寺が勢いよくこちらを振り返った。

「え、なに!?」

　戸惑う私の肩かたを古寺が両手で摑つかむ。

　そこにある彼の目は真しん剣けんで、あまりにもまっすぐだった。

　戸惑いと恐きよう怖ふと少しの照れくささから、私は身を捩よじり、その手をのけようとするが彼はそれを許さず真顔のまま言った。

「……お前のこと、凄すごいと思ったよ」

「凄いってなにが？」

　身を捩るのをやめて、古寺と見つめあう。

「殺されそうになった稲沢に携けい帯たいを渡わたしただろ」

「あれは二台、携帯を持ってたから」

「それだけじゃない。委員長の瞼まぶたを閉じてあげた時も、花いちもんめで自分に票をいれた時もそうだ。非常事態だっていうのに他人の為に動いた。自分に得がある訳でもないのに……そんな風に動ける人間は滅めつ多たにいない。あんな風にみんな動けていたら状じよう況きようはもっと変わっていたのに」

　こっぱずかしくなって私は俯うつむいた。

「檻おりの中でお前が手をあげた時から思っていた、最後まで生き残ってほしいって」

　古寺の両手に、更さらに力が入る。

「お前は特別な子だ」




[image: ]

　私が、特別？

　はなちゃんでも、紙祖さんでもリッチでもビッチでもパッチでもなくて私が？

　普ふ段だん言われ慣れていない言葉を沢たく山さん与あたえられて、私はポカンと口を開けてフリーズしていた。古寺は呆あきれたように溜ため息いきをつき、私の顎あごに触ふれた。

　え、これってまさか。

　このまま……キスされちゃうシチュエーションじゃ。

　なんて内心パニックになっていた私を無視して、古寺は顎を持ち上げて開きっぱなしになっている私の口をガクンと閉じさせた。無理やり口を閉じらされて、奥歯がガチンと音を立てる。

　なんだ、口を閉じさせただけだったのか。一いつ瞬しゆん、キスされると思ってしまった自分が恥はずかしすぎる。恥ずかしくてのたうちまわりそうになっている私の前で、

「よし、決めた」と、古寺は決意したように独りごちる。

　戸と惑まどいっぱなしの私に向かって、古寺は再度、口を開いた。

「決めた。特別なお前を最終面接まで連れていく、なにがあっても」

　私は「特別」という言葉をゆっくりと嚙かみしめた。

　ちゃんと、私を見てくれている人がいたんだ。普段空気みたいな私の事を。

「特別って、後からなら、なんとでも言えるし」

　本当は嬉うれしくてたまらなかったけど、私は「なんか噓うそっぽい」と笑ってごまかした。

「噓だと思うなら、それでいい……ただ必要以上に自分を『ひげ』するな」

「ひげ……あぁ、卑ひ下げか」

「少しは頭を使ったな」

　両りよう肩かたから手を外しながら古寺は目を細めた。




　それとほぼ同時だった。

　教員用更こう衣い室の扉とびらが目の前で吹ふき飛んだのは。




　レーザー銃じゆうでめった撃うちにされた扉はそのまま宙を舞まい、プールへと音を立てて落下していった。

「こんなに早く現れるって思ってなかった？」

　パッチが伸のばした右手にはレーザー銃が握にぎられていて、まっすぐ私達を捉とらえていた。

「大治との密会場所だったから、ここ」

　彼女は教員用更衣室を指さす。

　よく考えれば、国体出場経験のある久保賀が水泳部に顔を出すのは自然なことだったのに。まさか更衣室に女子生徒を連れ込んでいたとは、古寺も思っていなかったようだ。

　私や彼が思うより数倍、久保賀はクズ野や郎ろうだったのである。

「プールに逃にげるなんて嫌いや味みかな、ふらわぁ＠無理ゲーはパスちゃん」

　ツイッターのアカウント名（しかも＠の後まで）で、彼女は私を呼んだ。

「そんな、違ちがうよ」

　パッチは銃じゆう口こうを古寺に向ける。

「馬ば鹿かにしてたんでしょ、大治と一いつ緒しよに私を！」

「残念だが、お前の話題がでた事は一度もなかった」

　古寺の言葉に、彼女は苦々しく顔を歪ゆがめた。

　わざわざ挑ちよう発はつすることを言わなくてもいいのに。

「久保賀がした行為は最低だった……友人として謝る」

「別にアンタに謝られてもね」

　パッチは銃を構えながら私達に近づいてくる。

「私だってさ、本当はもっとふらわぁちゃんとは話してみたかったんだよ。でももうそれも無理だね。もうお別れだもんね」

　とても残念そうな表情を作り、彼女は引き金に手をかけた。

　ここは階段の途と中ちゆう、隠かくれる場所はない。

　反はん撃げきできる武器もない。

　逃げたところで、すぐ撃ち殺されるだろう。絶体絶命だ。

「待て」と、古寺は声を張り上げた。




「撃つなら市位だけにしとけ」




　最初、古寺が何を言ったのか理解できなかった。

　パッチは銃を一度おろして「だってよ、ふらわぁちゃん」と憐あわれんだ表情を浮うかべる。

「……自分だけ助かろうってわけ？」

　さっき言っていた言葉は全部噓だったのと、彼を睨にらんだが視線が交わることはなかった。彼はパッチのことをまっすぐ見つめている。

「飼育員が同どう伴はんじゃないと、三次面接は受けられないぞ」

「噓だね」と、パッチは切り捨てる。

「噓だったら、あとで俺を始末すればいいだろ」

　私を置いてきぼりにして会話が続いていく。

　彼女は瞼まぶたのピアスを指先でいじりながら、しばらく考え込んでいた。

「まぁ、たしかにそうだね」

「市位をどうしようが勝手だが、俺は利用価値がある」

「大治の友達ってだけあるわ」

　久保賀のように鼻で笑ってからパッチは顎をつかい、こっちにくるように古寺に指示をだした。




　従順な犬と化した古寺はゆっくりと歩き出す。




　ちょっとだけでも彼に心を許した自分が馬鹿だった。

　さっきの話は生き残る為ためについた噓だったんだろう。まんまと騙だまされて、とんだピエロじゃないか。

「……さっきのありがと、撤てつ回かいする」

　ツバでもひっかけてやろうかと思ったが唾だ液えきがもったいない。

　古寺をずっと睨みつけていると、やっと彼と目が合った。

「教師として、俺から最後の授業だ」

「は？」

「卑下する暇ひまがあったら前に進め」

　微笑ほほえんだ古寺は、そのままパッチに向かって突とつ進しんした。




　驚おどろいたパッチが引き金をひき、古寺の体を直ちよく撃げきするが彼は走るのをやめなかった。

　乱射されるレーザーに驚き、思わず私はその場に、しゃがみこむ。

　そんな私の目に飛び込んできたのはパッチの体を抱かかえ込む古寺だった。




　古寺はもがくパッチを押さえこみ、通路をかこむ手すりにむかっていく。

「駄だ目め!!」

　私が叫さけんだと同時に彼は手すりを飛びこえてそのままプールに身を投げた。




　更衣室の扉みたいに、くるくると宙を舞いながら落下していく二人。

　パッチは一心不乱にレーザー銃の引き金を引き続ける。




　そして二人の体がプールにのみこまれた時であった。

　バチバチバチッ！

　激しい電流音と共に、水面一面が真っ白く光ったのだ。

　レーザーの電流が水面を伝わり、激しく輝かがやき、プールの中で古寺とパッチの体が揺ゆさぶられる。

　レーザー銃がパッチの手から離はなれるまでそれは続いた。

　数秒なのか数分なのかは分からない。

　再びプールが薄うす暗ぐらい闇やみに包まれた時には、二人の体は背中だけ水面から突つき出す様にプカプカと浮かんでいた。

「古寺、味田さん！」

　何度も呼ぶが応答はない。

　水面にこれだけ顔をつけていられるはずがない。




　古寺は私を守る為に、死んだのだ。

　それに気づかず最さい期ご、私はどんな顔で彼を見つめていたのかな。

「……なんで、みんな、私なんかの為に」




　さっき、ありがとうを撤回しなきゃよかった。

　なんで私っていつもこうなんだ。




　委員長を目の前で殺され、紙祖さんの功績を足あし蹴げに面接をクリアして。

　リッチが殺され、ビッチと久保賀を撃うち殺されるのも止められず。

　パッチから私を守った古寺を罵ののしり、そしてやっとできた親友のはなちゃんは私の盾たてになって死んでいった。




　私にそんな価値なんてないのに。

　みんな私なんかより生きているに値あたいする、金の卵だったのに。

　なんで、能のない私が、こうやって一人生き残ってるの？




「もう私も死んじゃいたい……こんな私なんて」

　そう自分を罵ろうとした時。




「卑ひ下げする暇があったら前に進め」

　古寺の言葉がフラッシュバックした。

　どうして最期にあんな言葉を言い残したの？

　そんな事言われたら、前に進まざるを得ないじゃない。




　本当はもうこのまま楽になりたい。一人で最終面接なんてクリアできるはずがない。

　泣き崩くずれたまま蹲うずくまっている私に古寺の「前に進め」という言葉が何度も繰くり返される。




　私がここで死んだら、みんなの死はまったくの無意味になる。

　私がここで死んだら、私を守ってくれたみんなの事、誰だれにも伝えられない。

　私はここで死ねない。




　スマホを見て、時間を確かく認にんすると私は這はいつくばるように階段を登った。

　膝ひざ小こ僧ぞうが擦すり剝むけ、地面に押し当てられる度たびに痛む。

　扉とびらのなくなった更こう衣い室の前まで這いつくばり、壁かべを使ってなんとか立ちあがる。

「ごめんなさい。さよなら、古寺先生」

　聞こえるはずのない謝罪をプールに投げてから、その場を後にした。














　結局、一人になってしまった。





　ピロティに置かれたベンチに座り、吹ふき抜ぬけの天てん井じようを見上げる。

　教員用更衣室の出口は購こう買ばい部の前に繫つながっていた。

　購買部はピロティの目と鼻の先である。

　わずか数メートルの道を立ち止まってはしゃがみこみ涙なみだを拭ぬぐい、ゾンビのように体を引きずりながら進んだ。

　そんな風に歩いたにもかかわらず三十分以上時間を残して集合場所に到とう着ちやくしてしまった私は、天井をみあげては溜ため息いきをつくのを繰り返している。

　泣きすぎて顔全体が熱を持って、頭の奥がドクドクと脈うっている。

　瞼まぶたは腫はれて重たいし鼻はつまってヒリヒリと痛んだ。

　シンと静まった校内をグルリと見回すが人ひと影かげはない。

「……誰もいなくなっちゃったなぁ」

　沈ちん黙もくに耐たえられず、思わず独り言が零こぼれる。

　誰とも口を利きかず学校にいることは慣れっこのはずなのに、今は一人でいることが不安で不安でたまらない。




　咄とつ嗟さにスマホを取り出すも、今はツイッターもまとめサイトも見たくない。だけどスマホをいじらずにはいられなかった。




　気を抜くと「どうして私だけが助かったんだ」や「みんなと一いつ緒しよに死んだ方がよかったんじゃないか」なんていう弱音とか絶望とかが自分を支配しそうになるから。

　どんな時でも、携けい帯たいは私の精神安定剤ざいなんだ。




　ふと思いたって、私はグーグルを開き、ある単語を打ち込んでみる。




『稲沢はな』




　なんで、はなちゃんの名前を打ち込んだのか。

　画像でも出てきたら顔が見れるかもとでも思ったのかもしれない。ただの暇ひまつぶしかもしれない。とにかく私は彼女の名前を検けん索さくした。




　ＳＮＳをやっていない彼女の情報は少なかった。

　小学校の頃ころにピアノコンクールで優勝したとか、バレエのコンクールにでたとか。彼女が幼い頃から優ゆう秀しゆうであったことを窺うかがわせるものはあったが、最近の彼女につながるものはない。




　検索結果に目を通し、そのままページを閉じようとした時、コンクール優勝情報にまぎれて過去のニュース記事が姿を現した。

「あっ」思わず声が漏もれる。

　それは、彼女のお兄さんの失しつ踪そうに関わる記事であった。

　ページを開くと新聞記事をそのまま引用したと思われる文章が並んでいた。

『失踪後、手がかりなし』『有力情報提供者には謝礼』

　だがそれらの言葉は全く頭に入ってこず、私はある一文に目を奪うばわれてしまっていた。

　失踪者……。

　つまりはなちゃんのお兄さんに関する情報の筆頭に、彼の名前も記されていたのである。




　失踪者の名前は、稲沢珠雲。




　その珍めずらしい名前には聞き覚えがあった。

　すぐさまページを閉じてウィキペディアのアプリを起動させ、私ははなちゃんの父親の名前を入力した。

　稲沢雄三のページに目を通した途と端たん、全身に悪お寒かんそっくりな戦せん慄りつが走る。

　自分が知った情報が何を示しているのか分からない。

　大事なピースを手に入れたのに、どうしてもうまく繫がらない。

　もっと情報を集めれば、何か答えを導き出せるのだろうか。




「あなた、一人？」

　突とつ然ぜん声をかけられて顔をあげると、見知らぬ女の子が立っていた。

　そのアニーみたいなクルクル癖くせっ毛は微かすかに見覚えがあり、なんどか学校ですれ違ちがった気がした。彼女の後ろには女の子三人と飼育員一人の姿もある。

　二次試験を勝ち抜いた、もう一つのグループであるようだった。

「稲沢さんと一緒にいた子だよね、他ほかの子達は？」




　この子たちは、まだ何も知らないのか。

　一人しか『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』を生き残れない事も。

　パッチが暴走して生徒を撃うち殺した事も。




　何から説明すべきなのか、どう話せばいいのか、酷ひどく面めん倒どうだった。

　冷静に話せるほど、自分にふりかかった出来事を客観視もできないし。

　それに今は新たに手にいれた情報について集中して考えたいのに。

　さっきまで一人でいることが不安だと思っていたが違ったようだ。




　私が求めているのは、アニーではなく、天使の微笑ほほえみなのである。




「ちょっと話聞いてる？」

　アニーが私の肩かたに触ふれようとしたその時である。

　その額にレーザーの電光が突つき刺ささった。自分の状じよう況きようを理解できぬままアニーは友達を押し倒たおしながら背後に吹き飛んだ。

「おとりかっ!?」

　飼育員が叫さけび、レーザー銃じゆうをこちらに向ける。

「違う！」

　慌あわてて両手をあげた途端、手に持ったスマホが弾はじけ飛んだ。

　粉々になったスマホが床ゆかに散らばっていく。最新機種もこうなってしまったら、ただのゴミくずだ。

　血相を変えた飼育員が私の頭に銃じゆう口こうを突き付ける。

　ツバをまきちらしながら、飼育員はアニーを撃ち殺した相手に警告するようにキョロキョロと周囲を見回しながら叫んだ。




「出てこい。じゃなきゃ今度はスマホじゃ」

　お決まりの言葉を言い終える前に飼育員の顔面にレーザー銃が三発打ち込まれた。

　彼は引き金をひくことなく、その場に崩くずれ落ちた。

　一体どこから狙ねらっているのか、その射しや撃げきはおそろしく正確でダーツのブルに全すべての矢をさすように、飼育員の顔面中央を焦こがした。

　アニーの下した敷じきになっていた子たちによる悲鳴の三重奏が響ひびく中、カツカツと足音を立てて、人影がこちらに近づいてくる。




　テンポよく引かれていく引き金に合わせて三重奏は二重奏に、そして独奏に変わり、静かになった。

　信じがたい光景が目の前に広がっている。

　啞あ然ぜんとして固まっている私に、天使のラッパが降り注いだ。




「口、開いちゃってますよ。ハナ」




　そこに立っているのは紛まぎれもなく稲沢はな、本人だった。




　でも感動の再会、という訳にはいかなかった。

　だって彼女の持つ銃口がまっすぐ私を狙っているんだもの。身動きのとれない私の額から一筋の汗あせが流れおちていく。

「言ったじゃないですか。私とあなたは一いち蓮れん托たく生しよう、運命共同体だって」

「だって、さっきパッチに」

　自分の口から発せられる声は、小さくて擦かすれてしまっていた。

　はなちゃんが生きていたことが嬉うれしいのに、心底ほっとしているのに震ふるえが止まらないのだ。

「怖こわがらなくても大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと足が生えているでしょ？」

　クスクスと笑いながら「お化けじゃないですよ」と、はなちゃんは銃をおろした。

　だけど私の体の緊きん張ちようは解けない。

「……目、腫はれてますよ」

　はなちゃんは私の横に腰こし掛かけた。

　こんな時でも、彼女がいるとふわりと空気が和やわらぎ、瑞みず々みずしい果実のような香かおりが弾ける。

「優やさしいですね、ハナは」

　彼女は微笑み、そっと私の目元を撫なぜた。

「でも悲しむ事はないんですよ、誰も死んだりしていないんだから」

　はなちゃんの言っている事が分からず「へっ？」とすら声をあげることができない。

　ポカンとしたままフリーズ状態だ。

　そんな私の足元に微かな振しん動どうが伝わってくる。

　それは地面をズン、ズンと揺ゆらしながら私達に近づいてきた。

「ほら、みんな勢ぞろいです」

　暗くら闇やみから行進して現れた面々を見て、私は短く悲鳴をあげた。




　彼女の言葉通り、そこにはみんな勢ぞろいしていた。




　リッチ・ビッチ・パッチ、委員長に紙祖さん、久保賀に古寺。そして面接で姿を消していった生徒や飼育員、全員が私とはなちゃんを取り囲んでいる。




「あら、あまり嬉しそうじゃないですね？」

　唇くちびるをかみしめている私を彼女は不思議そうに見つめている。

　いくら馬ば鹿かでも分かるって。

　たしかにみんな生きてるけど、それだけだ。

　目は虚うつろで無表情だ。

　量産されたオモチャみたいに同じ顔で並んでる。

「……どういう事なの、これ」

「いくら腐くさった卵とはいえ、むやみに床に叩たたきつけたりはしないという事です」

　みんなの間をかきわけながら、田篠先生が姿を現した。

「さすがラッキーガールですね、市位さんは」

　田篠先生の拍はく手しゆの音が高い天てん井じように響く。

　パチパチと音を立てているそれには手て袋ぶくろがはめられておらず、傷を露あらわにしながら彼は手を叩き続けた。

「拍手なんていいから」

　ちゃんと説明しろと声を荒あらげると、先生は肩をすくめて「分かりましたよ」と、ガンホルダーから銃を取り出した。

「この銃に、殺傷能力はありません。もちろん身体的ダメージはありますが、どんなに撃うたれようと仮死状態になるだけです……頭を狙わなければ」

　彼は倒れているアニーに近づき、再度その頭にレーザー銃を撃ちこんだ。

　そのレーザーは他ほかのものとは違ちがい紅あかく色がついていた。

「『カッコーの巣の上で』をご存じですか？」

　アニーを抱だきかかえながら先生は言った。

　私は沈ちん黙もくで回答をする。

「では、ロボトミー手術は。これもご存じない？」

「いいから早く説明してよ」

「……ですって」

　愉ゆ快かいそうに、はなちゃんは私の言葉にのっかった。

　先生は顔色ひとつ変えずに口を開いた。

「ロボトミー手術とは、昔行われていた精神疾しつ患かん者しやの治ち療りよう方法でして、大脳にある前頭葉を切り離はなしてしまうんです」

　先生の腕うでに抱だかれたアニーが、ぴくりと体を反応させる。先生に耳打ちされた彼女はそのまま立ちあがり、パッチ達の輪にまざり整列した。

「前頭葉のおかげで私達は独創的な考えや行動をすることができる。人が人らしく生きる為ために必要な部分と言える、それを切り離す……まぁ、その手術と似たような効果をこの銃じゆうで得ることができるのです」




　え、それってつまり……。

「自分で物が、考えられなくなっちゃうってこと？」

　「正解」と微笑ほほえむ先生に、はなちゃんが相あい槌づちを打った。

「ロボトミーなんかより、よっぽど高度な処置ですけどね」

「そういう事です。だから悲しむ必要はない。彼女達は、普ふ通つうの生活に戻もどり、寿じゆ命みようをまっとうするでしょう。ただし……」

　田篠先生は、そのまま飼育員を殴なぐり飛ばした。

　バキンと鈍にぶい音が響ひびく。おそらく鼻が折れている、にもかかわらず飼育員は顔色変えずにその場に立ちつくしている。

「面接を通過できなかった腐った卵に意志などいらない。意志を持つのは金の卵だけで充じゆう分ぶん……あなたか稲沢さん、どちらかが彼らの頭脳になればいい。彼らの運命、生き方を決めてあげればいいのです」




『指導者の命令で動く従順なる家か畜ちくであれ』

　檻おりの中にいる時、田篠先生が言っていた言葉が蘇よみがえる。




「これ全部、あなたたち兄妹の仕し業わざなの？」

　はなちゃんから微笑みが消えた。

「さっき調べたの……消えたお兄さんの名前は稲沢珠雲。そして婿むこ養よう子しにはいったお父様の旧きゆう姓せいは田篠だって」

「よく見つけましたね、ハナ。やっぱりあなた凄すごいわ」

　彼女の顔に笑えみが戻ったが、それは今までのものと違っていた。

　天使とは程ほど遠とおい、メデューサかなにか……。

　とにかく背筋が凍こおりつくような狂きよう気きを秘ひめている。




「全部噓うそだったの、私に話したこと全部……ねぇどうしてこんなことを」

「最終面接にまいりましょうか」

　田篠先生は言葉を遮さえぎって、私とはなちゃんの間に立ちはだかった。

「まだ話は終わってない！」

「必要なものは携けい帯たい電でん話わのみです」

「ちょっと!?」

「面接後、お二方のどちらかが、晴れて金の卵として認められる訳です」

「先生ってば！」

「何を言っても無む駄だですよ」

　今度は、はなちゃんが私の言葉を遮った。

「兄には、私達の言葉は届きません」

「私達？」

「彼は自分の職務をまっとうするだけです」




　あぁ……なんで気づかなかったんだろう。




　先生とはなちゃんの笑った目元も佇まいも、そっくりなのに。二人並ぶ姿はどこからどうみても兄きよう妹だいにしか見えないのに。

　どうしてもっと早く私は真実に気づけなかったんだろう。

「もう訳わかんないよ、死んだと思った人が生きてて、はなちゃんと先生が兄妹で、それではなちゃんは敵だったんでしょ？」




「敵じゃありませんよ」

　彼女はピシャリと遮った。

「……私も兄も、このゲームの被ひ害がい者しやなんですから」

「へっ？」




　被害者ってどういう事？　そう言葉を続けようとしたが、

「最終面接のルールをご説明しても？」

　田篠先生が無理やり会話に入りこんだ。

　私達の顔を見やり、彼は同意も求めずに会話をはじめる。

「最終面接に求められるのは平常心と集中力です」

「あなたに話した兄の話は本当です……兄の携けい帯たいを発見するところまでは」

　先生の会話の合間を縫ぬうように、はなちゃんが私に話しかける。

「壁かべに表示されている文章をご覧ください」

　壁一面に羅ら列れつされたひらがなが表示されている。

「携帯に残された言葉には続きがありました」

「一見何が書いてあるか分からない、ひらがなの羅列に見えますが」




「『父を信じるな』と、そこには書かれていた……全すべては父が仕組んだ事だったのです」

「実は、ある暗号によって書かれた言葉なのです」




「この『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』の考案者は父となっていますが」

「私どもは、８・７暗号と呼んでいます。最初の文字が「け」ですから……」




　ここら辺から私は先生の説明を聞くのを諦あきらめた。

　両方に聞く耳を持っていても全く頭に入ってこない。全神経を、はなちゃんの口元にチューニングする。

「実際は兄が考えた教育プログラムが基もととなっています。言っておきますが、兄が考えたのはこんな殺人ゲームではない。心に闇やみを抱かかえる青少年の中から、優ゆう秀しゆうな人材を育成するゲームソフトを開発していたんです。ゲームタイトルは『地じ獄ごく型人間動物園』」

　はなちゃんは「面おも白しろいタイトルでしょ」と、ニヤリと笑い、言葉を続けた。

「一人の少女が金の卵になる為ために闘たたかう謎なぞ解ときＲＰＧでした……難易度は凄く高かったけど、でもクリアすれば確実に自信を取り戻して、『地獄型人間動物園』という名の『心の闇』から抜ぬけ出すことができる、素す晴ばらしい作品でした」




　微笑んでいたはなちゃんの顔色が曇くもっていく。

「でも少し出来が良すぎたのでしょう。父は兄のゲームプログラムを改悪して、実際の子供達で行う教育プログラムへと作り変えてしまった。腐くさった卵と呼ばれる子供達、そして飼育員と呼ばれる不幸な青年達を淘とう汰たして、意見を持たぬ屍しかばねにする為に」




　息が続かなくなったのか、はなちゃんはすうと息を吸い込む。

「自分のプログラムが悪用される……そう兄が騒さわぎ出す前に父は手をうちました。最初の実験台として彼を……実の息むす子こを教育プログラムに参加させたのです。兄は飼育員によって撃うち殺された」

　彼女は悲ひ壮そうに満ちた笑みを私に向ける。

　困ったことに、その顔すら私は綺き麗れいだと思ってしまう。




「私が幼いから油断したのでしょう。父の書しよ斎さいには『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』についての資料が山ほど残されていました。でも事実を知ったところで後の祭り。兄は腐った卵に成りさがり、父親の従順な犬となった……このプログラムを完成させたのは兄でしょう。チンパンジー以下の脳みそしかもたない父には到とう底てい無理ですもの」




　最終面接の説明をする田篠先生を、はなちゃんは背後から抱だきしめた。

　先生は全く動じることなく８・７暗号の説明をしている。面接に参加する私もはなちゃんも、彼の話なんて聞いていないのに。テープレコーダーのように決められたルールを話し続けている。




「兄は『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』の為にしか生きられぬ家か畜ちくと化してしまった。彼は私が誰だれなのかも分かっていない。優やさしかった稲沢珠雲はもうどこにもいないのです」

「……そこまで分かってるなら誰かに助けを」

「助け!?」

　どうすればそこまで人を見下せるんだろうっていうくらい侮ぶ蔑べつの表情で私を睨にらんだ。

「誰が父と……稲沢グループと繫つながっているかも分からないのに助けなんて呼べるわけがないじゃないですか。いとも簡単に揉もみ消されてしまう」




　そんな馬ば鹿かな。

　稲沢グループは、この国まで支配してるっていうの。

　ゴシップ誌でも食いつかないようなネタを平然と、はなちゃんはのたまいながら先生の頭を撫なぜた。彼は説明を終えたのか、口を噤つぐんで、はなちゃんにされるがままになっている。

「兄を元に戻もどすことはできない、このゲームが公おおやけになっても兄は殺される。兄が昔の様な目の輝かがやきを取り戻すのは、このゲームを取り仕切っている時だけ……だから決めたんです。私は兄と共に生きていくと。この地獄のような世界で」




「共に生きていくって……」

「少しは頭を使ったらどうです」

　彼女の言葉に顔がこわばる。

　はなちゃんは「古寺先生の真ま似ねしてみました」と悪いた戯ずらっぽく笑った。




「私が『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』に参加するのはこれで七度目。その度たびに金の卵に選ばれてきた」

「へ？」

「まだ分かりませんか、私は兄の為にゲームを盛り上げ、兄が背負った罪を共に被かぶり続けているんですよ。私と兄は一いち蓮れん托たく生しようなのです」




　なんだか頭がゴチャゴチャだ。

　既すでに私の脳みそもおかしくなりはじめているかもしれない。




「今まで何度もこのゲームに参加してきたの、自分の意志で？」

「えぇ、毎回ゲーム内容が変へん更こうされるので骨が折れましたけど」

「大勢の人間を見殺しにしてきたということ？」

「えぇ」

「お兄さんが生き延びる為なら他ほかはどうなってもいいの」

「えぇ」

「……狂くるってる」

　これが、私の導き出した結論だった。

　それを聞いて、彼女は再び天使のラッパを鳴らしてみせた。

　なにがそんなにおかしいのか分からないが、クスクスとお腹なかを抱えて笑っている。

「たしかにそうかもしれない。でも、狂おうが狂わなかろうが一いつ緒しよですよ」と言い、また「ぷぷぅ」と吹ふき出す。




「どうせ百年後の今いま頃ごろは、みんな死んじゃってるんですから……好きなように生きればいいんですよ、自分の人生を」




　笑いすぎて目め尻じりに滲にじんだ涙なみだを拭ぬぐい、はなちゃんはポケットから何かを取り出すと、ぞんざいにこちらに投げた。

「お返しします」

　それは愛いとしのガラケーちゃんだった。

「面接で使うでしょ……少し壊こわれてしまってるのですが」

　彼女に言われるがまま携けい帯たいを開くと、液えき晶しようが割れて真っ黒になっていた。




「でも、ないよりはマシですよね」

　そう言って床ゆかで粉々になっているスマホを一いち瞥べつすると、はなちゃんは再びポケットをまさぐった。そこから取り出されたのは真新しいスマホだ。

「へ？」

　スマホケースには色とりどりのマカロンがデコレーションされている。

「……携帯持ってたの？」

「今の時代、携帯を持ってないなんてありえないでしょ？」

「じゃあ、なんであの時、持ってないなんて噓うそを」

　その時、田篠先生がパンパンと手を叩たたいた。

「もうお喋しやべりはいいでしょうか」

「ですね。最終面接、はじめましょう」

　そう言って、はなちゃんはスマホ画面を開く。

「花いちもんめの時に話したから、暗号のルールは分かっていますよね……あの文章を先に間ま違ちがえることなく全すべて解読したほうが勝ち……打ち損じた時点で失格となります」

「そんな」

　私の手元にあるのは液晶が割れたガラケーだけなのに。




　こんな勝負、目にみえてる。




　反論しようとする私の耳に手て拍びよう子しが飛び込んできた。

　周りを取りかこむ少女と飼育員たちが手拍子をしながらカウントを取り始める。

　みな、薄うす気き味み悪わるい笑えみを浮うかべている。

「５、４、３……」

「さぁ、市位さんも準備を」

　田篠が勝手に私の携帯を開き、両手に握にぎらせる。

「０」のカウントと共に彼らは、狂ったように踊おどり出した。

　輪になってゆっくりと回りながら一心不乱に体をゆすっている。

「お二人を応おう援えんする為ために、ダンスをしこんでみました」

　田篠先生は、犬に芸を覚えこませたような口ぶりで言った。

　はなちゃんはスマホに向かい、静かに文字を打ち込みはじめている。

「……こんなの無理だよ」

「棄き権けんするということですか？」

　田篠先生はガンホルダーに手を伸のばす。

「だって、勝ち目ないでしょ……液晶こんななのに」

「液晶が必要なのですか？」

「へ？」

「授業中、いつも黒板をみつめながら指先だけで携帯を弄いじってらっしゃったじゃないですか？」

　先生の言葉にドキリとする。

　授業中の私の行動、バレてたんだ。

　先生は私の大好きだった笑みを浮かべて私の横から去って行った。

　色んな事を一度に聞かされて、私の頭はパンクしそうである。

　狂った人間によって狂ったゲームに参加させられて。

　一週間くらい脳みそを休ませたいくらいである。




　考える事を放ほう棄きしかけている脳みそに、私は最後の質問を投げかけた。




　どんな事態に陥おちいってても、前に進むって決めたよね？

　やっぱり死にたくないよね？

　脳みその答えは「ＹＥＳ」だった。




　私は携帯のボタンを指でなぞる。

　使い慣れたそれは、すぐに指に馴な染じんだ。

　どうせ液晶は映らないんだから、目線は壁かべにロックオン。

　ひらがなの羅ら列れつを眺ながめながら携帯のボタンを押していく。




　最初の文字は『と』。八文字戻もどすから『し』。３ボタンを２プッシュ。

　次の文字は『く』。七文字戻すから『あ』。１ボタンを１プッシュ。

　三つ目の文字は『え』。再び八文字戻すから『わ』。０ボタンを１プッシュ。

　四つ目の文字は『な』。七文字戻すから『せ』。３ボタンを４プッシュ。




　数字が脳内を行き来してこんがらがりそうだった。

　でも、私はひたすらボタンを素す早ばやく連打して進めていく。




　コツを摑つかんだ頃ころには、次々と数字を打ち込むことに一種の快感を覚えていた。

　単純作業の繰くり返し。

　余計な頭を使わずに暗号を解いていく。

　脳の中からアドレナリンとかそういったものが分ぶん泌ぴつされている気がする。

　妙みように頭がクリアで、テンションがあがっていった。




　カツカツと私がボタンをプッシュする音が響ひびく。

　やっと私の動きに気づいたのか、はなちゃんは「え？」と驚おどろいた声をあげた。

　彼女に勝つにはスピードしかない。




　画面が見える分、彼女は慎しん重ちようにボタンをタッチしているはずだ。

　きっとはなちゃんは焦あせっているはず。

　確かく認にんしたいが顔を向けてしまうと、どこまで解読したか分からなくなってしまう。




　私は文字の羅列を睨にらみつけながら、彼女に話しかけた。

「ねぇ、はなちゃん」

「……なんですか？」

「ごめんね」

「え？」

　彼女の視線がこちらに向いたのを、肌はだで感じ取って私は話を進めた。

「謝っておきたかったの。あなたの事は許せないけど責められない……だってここまで私が生き延びたのは、はなちゃんのおかげだし」

「はぁ」

　彼女は気の抜ぬけた返事をした。

「はなちゃんだけじゃない。古寺やビッチ、みんなのおかげだもん……だから私は助けられた命を無む駄だにしない。腐くさった卵になる訳にはいかないの、ごめんね」

「それはお互たがい様です」

「……そうかな？」

　私はボタンを打ち続けながら、話を続けた。

「檻おりの中でさ、携けい帯たいがないふりをしたのってさ……お兄さんに撃うち殺してほしかったんじゃないの？」

　はなちゃんからの返答はない。

　私はボタンをプッシュし続ける。

「もうこのゲームで人が倒たおれていくの見たくなくて、疲つかれて、どうせならお兄さんに楽にしてほしかったんでしょ。なのに私が余計なおせっかいをしちゃったんでしょ」

　彼女は否定も肯こう定ていもせず黙だまっている。

「私に一いち蓮れん托たく生しようって言い続けたのも、死ぬ邪じや魔まをしたんだから責任もって最さい期ごまで運命を共にしろよってことでしょ？」

「違ちがう！」と、やっとはなちゃんは叫さけんだ。

「私はハナが携帯を二台持っているのを知っていた、だから利用しただけ」

「でも私があなたを助けるとは限らない」

　はなちゃんは一度「グッ」と声をつまらせたが、すぐに反論をした。

「ゲームを盛り上げる為に……私が誰だれかとチームを組めば、みんな焦るだろうって」

「まぁ、どっちでもいいよ」

　私は、彼女の言葉を遮さえぎった。

「お兄さんと共に生きるとか言いながら、一人だけ楽になろうとしてたのかなって、ちょっと気になっただけだから」

「黙って！」

　そう言ってはなちゃんは立ちあがり、私の頭に銃じゆうを突つきつけた。

「仕方ないじゃない、兄が生き残る方法がこれしかないんだから……私も兄も被ひ害がい者しやなのよ」

　今日はそういう言葉ばっかり耳にする日だなぁ。

　私はボタンを打ち続けながら、先生に尋たずねた。
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「これで私が頭撃ち抜かれたら、彼女の勝ちですか？」

「えぇ、そうなります」

「そうですか……」

　田篠先生の答えを待って、私はポケットに手を伸のばす。それがずっとポケットの中にある事には気づいていた。私はそれを握にぎり締しめて、思い切り彼女の顔面めがけて振ふりあげた。

「!?」

　こちらの気き迫はくに、はなちゃんが怯ひるんだ。

　その隙すきに、私はフォークを投げ捨てて銃を奪うばい取る。そして、彼女に向かって、それを構えた。

「フォークで刺さされると思った？」

　私のフェイクに引っ掛かかり、はなちゃんは悔くやしそうにこちらを睨んだ。私達のやり取りを、田篠先生は無言のまま観察している。

　踊おどり狂くるっていた飼育員と少女達も動きを止めて、ぼんやりと虚うつろな瞳ひとみで私達の行く末を眺ながめていた。

「……早く、その引き金をひいてください」

　はなちゃんは撃ち殺される覚かく悟ごを決めたように目を閉じた。




「……んな事するわけないじゃん」




　啞あ然ぜんとした表情を浮うかべて、はなちゃんが私を見つめている。

　私は銃を構えたまま、田篠先生を見た。

「先生、私とはなちゃんが決着をつけなかったら、どうなるんですか？」

　彼は黙っている。

　どうやら答えが用意されていないようだ。




「このまま勝負をつけなければ、ゲームは永遠に続くんでしょ？　そうすればこれ以上、私達のような被害者は現れない」

　はなちゃんは思考が追い付かないのか、ツインテールの先を握り締めて震ふるえている。

「私は死にたくない。はなちゃんも殺したくない。はなちゃんは田篠先生を殺したくない……この三つをクリアする方法が、これしか思いつかなくて」




「なんで？」

　やっと思考が繫つながったらしく、はなちゃんが私に聞き返した。

「なんでそうなるの？　私、ハナの事ずっと騙だまして利用してたんだよ……死のうとしてたの邪魔されて、憎にくんでもいたのに、どうして？」

　はなちゃんの頰ほおに一筋の涙なみだが伝っていく。

　宝石みたいに光り輝かがやくそれを、私は静かに拭ぬぐった。




「だって、私達、一蓮托生でしょ？」




「え？」と、はなちゃんが目を見開く。

「面接をクリアしながら、私はたしかに感じたから。はなちゃんとの距きよ離りが近くなっていくのを。これが友達っていうんだなって思ったから」

「だからそれは、あなたを騙す為ために」

「噓うそ」

　私は微笑ほほえみながら、はなちゃんを制した。

「噓だったなんて私は絶対信じない」

　静かにゆっくりと、私は言葉を続ける。

「私が檻おりから出てくるのを教室で待っててくれたり。私のよだれをハンカチで拭ふいてくれたり。手を取り合い走り抜ぬけてきた時間が全部噓だったなんて、そんなはずない」

　この気持ち、どうか伝わりますように。

　そう願いを込めて、私は彼女の瞳を覗のぞきこむ。

「……はなちゃんだって感じたはずだよ。私と一いつ緒しよにいて心が通じ合っていくのを」




　私の言葉に、はなちゃんが唇くちびるを嚙かみしめて俯うつむいた。

　眉み間けんに皺しわをよせて、これ以上涙がこぼれ落ちるのを耐たえているように、私には見えた。もう少しで彼女の心の壁かべを崩くずすことができるかもしれない。

　そう思い、私が再び彼女の名前を呼ぼうとした時だった。

「新ルールが追加されました」

　田篠先生が機械的に言葉を発する。

　え、ルール変へん更こう!?

「面接途と中ちゆう、試験解答を放ほう棄きした人物は、面接棄き権けんと見なし『腐くさった卵』に認にん定ていします」

　喋しやべり終えると、田篠先生は、ためらう事無く私の右手めがけて発はつ砲ぽうした。

「きゃっ!?」

　銃じゆう声せいと共に、右手に激痛が走る。持っていた拳けん銃じゆうが弾はじけ飛び、床ゆかに転がる。

　ズキンズキンと傷口が脈打ち、痛くて意識が遠のきそうだ。装備ゼロとなり、右手を押さえる満まん身しん創そう痍いの私に、先生が銃じゆう口こうを向ける。




「市位ハナ。面接棄権により、あなたを腐った卵に認定いたします」

「そんな……」

「残念でしたね、ラッキーガール」

　そんな……待って、私死ぬの？　勝手にルールを変更して私を排はい除じよするの？

　あと出しジャンケンなんてズルすぎる。こうやって大人は都合よくルールを塗ぬり替かえていくんだ。悔しい、憎い。叫さけびたいけど右手が痛すぎて力が抜けていく。恐きよう怖ふで声がでない。

　咄とつ嗟さに、はなちゃんのほうを見やった。

「はなちゃん？」

　彼女はスマホを手にとり、もの凄すごいスピードで画面をタッチしている。自分は棄権してないってアピールかな。もうそんな事しなくてもいいんだよ。だって私が腐った卵に認定されたんだから。




　私の視線に気づき、彼女はふっと優やさしく微笑んだ。

　お願い。そのままずっと、笑っていてよ。

　死ぬ間ま際ぎわにみる景色は、はなちゃんみたいに綺き麗れいなものがいい。

　そんな事を思いながら、私は彼女と見つめあった。




　バシュッ、バシュッ[image: !!!]




　銃声が響ひびく。




　その瞬間、レーザー銃がはなちゃんを貫いた。




　はなちゃんの体が床に崩れて、その衝しよう撃げきでツインテールの片方が解け落ちた。

　床ゆか上うえに咲さき乱れる、はなちゃんの長い髪かみの毛。それを、私はしばらく眺めていた。




　だって訳が分からない。

　なんで、はなちゃんが床に倒たおれてるの？

　なんで、私じゃなくて、はなちゃんが撃うたれたの？




　なんで、なんで、なんで、なんで、なんで。

　ナンデ、ナンデ、ナンデナンデナンデナンデナｎｄｅｎａｎｄｅ……。

　「……はなちゃん？」

　私はしゃがみ込み、恐おそる恐るはなちゃんの体に手を伸のばした。

　その目は虚うつろで生気が全くなく、時折ピクンピクンと痙けい攣れんしている。

「やだ、やだよ、死なないでよ、はなちゃん！」

　彼女の体を抱だき寄せ、胸の中に抱かかえ込む。

「お願いだから……私を一人にしないで」

　痙攣を続けるはなちゃんの唇が微かすかに動く。

「え、なに？」

「××、×××」

　微かに動き続ける唇からは空気が漏もれるだけで、声が聞き取れない。

「何を言おうとしてるの、はなちゃん」

「××、×××」

「はなちゃん？」




　……神様、お願いだから彼女を助けて。

　そう何度も願ったが、祈いのりは届かず。次し第だいに痙攣は収まり、ぐったりと彼女の体から力が抜けていった。私に向けた微笑みを唇に湛たたえたまま、彼女はいってしまった。




「……これはどういうこと？」

　彼女を抱きかかえたまま銃をガンホルダーにしまう田篠先生を睨にらむ。

「おめでとうございます。市位さん」

　田篠先生はいつものように前まえ髪がみをかきあげて、微笑んだ。

「なんで、なんで彼女を撃ったの？　腐った卵に認定されたのは私でしょ？」

「そのはずだったのですが……やっぱりあなたはラッキーガールだ」

「は？」

　田篠先生が、はなちゃんが持っていたスマホを拾いあげた。

「稲沢さんが最後、文字を打ち損じられましてね……いやはや、あなたは運が良い」

　死ぬ間際、はなちゃんがスマホを操作していた事を思い出しながら、私は差し出されたスマホを、左手で受け取る。

「え？」

　そこに打たれていた文字の衝撃に耐たえきれず、私はその場に蹲うずくまった。

「……そんな、やだ」

　ズキンズキンと頭が割れるように痛み、動どう悸きがして眩暈めまいがする。もう右手の痛みなんて、ちっとも感じなくなっていた。




　はなちゃんのスマホ画面にびっしり並んだ文字の羅ら列れつ。その最後の行には、ひらがな五文字がポツンと並んでいる。私は、その言葉をゆっくりと口に出した。




『はな　いきて』




　ハナ、生きて。




　その言葉の重みに私は押し潰つぶされそうだった。

　あの時、あの瞬間、最後の最後で、私とはなちゃんの心は通じ合っていたんだ。

　それなのに、突とつ如じよ加わった新ルールのせいで、彼女は私を守る為ために……ワザと間ま違ちがった文章を打ち込んだ。そして私の代わりに死んでいったんだ。




　茫ぼう然ぜんと立つ私に、周りの少女達が拍はく手しゆを送る。

「素す晴ばらしい、あなたこそ我々が求めてきた金の卵です」

　田篠先生は私からはなちゃんをひきはがすと、彼女を乱暴に床ゆかに投げ捨てた。

「やめて！」

　抵てい抗こうしても、もの凄すごい力で先生は私の両手を摑つかんで離はなさない。

「これが私の仕事なので」

　そう言って、私の手を摑んだまま、彼は歩き出した。

　ズルズルと床を引きずられながら連れていかれたのは学院の正面玄げん関かんだった。




「これであなたは元の世界に戻もどることができます。あなたは今、この瞬間から腐くさった卵と飼育員達の指導者……脳のう漿しよう炸さく裂れつ型のね」

「……のうしょうさくれつ？」

「『金の卵の種類分け』とでも言っておきましょう。あなた以外にも、沢たく山さんの金の卵が、地じ獄ごく型人間動物園には存在していますので」

　なにそれ、意味分からない。

　なにが種類分けだよ……くだらない。

　金の卵になったからってなんだっていうの？

　指導者？　地獄型人間動物園？　ハァッ!?

　ズキズキと頭ず蓋がい骨こつに痛みが響く。あまりの痛さに頭を抱えて、私はその場に蹲った。




　このまま元の世界に戻ってなんになる？

　戻ったからって、はなちゃんや古寺、ビッチたちの為にできることがある訳？




「……いかがなされました、市位さん」

　田篠先生の声が、キィンと耳奥に響き、頭痛が増していく。

　大きく舌打ちをしてから私は言い放った。

「戻らない」

「戻らないとは？」

　更さらに尋たずねてくる田篠先生に、私はニタリと顔を歪ゆがませた。

「元の世界なんて戻らない。

　ていうか、もう私の知ってる世界はどこにも存在しないじゃない」




　そう。私の知っている優やさしい田篠先生も。

　クラスで騒さわぎまくるリッチ・ビッチ・パッチも。

　聖アルテミス女学院の鑑かがみ・はなちゃんも、もうどこにも存在しない。

　私が戻れる場所なんてもうどこにもないんだ。




「アンタ達の思い通りに、代わり映ばえのしない毎日なんかに戻ってやる気は更さら々さらない……私はこの、地獄みたいな世界に残る」




　脳みそが、かき乱されて精神が崩ほう壊かいしていく。

　狂くるっていく自分を感じながら、私は喉のどの奥を震ふるわせた。










「安心しなよ。なってあげるから、腐った卵の指導者……その脳漿炸裂ってやつに。

　そして必ず、いつか必ずアンタ達に復ふく讐しゆうしてやる」

　私は田篠先生を睨みつけ、啖たん呵かを切った。

「私は、はなちゃんが腐った卵になったなんて信じない！　絶対はなちゃんを、あの笑え顔がおを取り戻してみせる」

　私は正門にクルリと背を向けて、飼育員と腐った卵たちと対たい峙じした。みんな指導者である私の顔を見つめて、命令されるのを待っている。




　その時、床に倒たおれていたはなちゃんがムクリと起き上がった。

　腐った卵と化したはなちゃんが、死んだ魚みたいな目で私に微笑ほほえみかける。

　そんな、彼女に私は静かに手を伸のばした。










「さぁ、狂ったように踊おどりましょう？」







　ここから私は生まれ変わるのだ、彼らと共に。
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[image: エピローグ　私は脳漿炸裂ガール]











　いつ誰だれが言いだしたことなのか、それは誰にも分からない。




　到とう底てい信じられそうにもないイカれた噂うわさは、倒れたコップからこぼれたミルクのように瞬またたく間に広がっていった。

　話す人間によっても内容はまちまちだが、月が綺き麗れいな夜に現れるというのは全すべて一いつ致ちしていた。

「で、元ネタはなんだっけ」

「しらね、ていうか明日の小テストさぁ」

　などと、あっさり話題を変えられて、すぐさま人々の頭の片かた隅すみへと消えていく。

　その程度のものだった。




　噂をまとめると、こういうことらしい。

　やけに月が大きく見える、そんな夜に少女達は闇やみから姿を現す。

　少女二人組の時もあれば、何十人も引きつれて現れる時もある。

　少女達は、揃そろいの制服を着ているらしい。

　メラメラと燃えあがる炎ほのおや、ほとばしる鮮せん血けつを連想させる真っ赤なネクタイを胸につけており、オモチャのような銃じゆうを手に抱かかえている。軍服のような格好をした男達をお供に連れているとか。




　明確な基準は分からないが、とにかく世に言う『腐くさった大人たち』に次々と襲おそいかかり、彼らの脳のう漿しようを撃うち抜ぬく。

　それは魂たましいを抜き取る儀ぎ式しきらしい。

　その他ほかにもマカロンをあげると助けてくれるとか異様に足が速いとか、色んな都市伝説が混ざり合って、ネット上で噂が広まっている。もちろん、そんな陳ちん腐ぷで鼻がもげそうなほど噓うそくさい話を大人は誰も信じようとせず、鼻で笑い、小こ馬ば鹿かにした。




　だが噂では、この前失しつ踪そうした教育評論家の事件も、少女達の仕し業わざだという。

　教育評論家の秘書は、その現場を目もく撃げきしたと必死にメディアに訴うつたえたが、誰も信じてくれなかった。

　秘書の話はこうだ。

　二人組の少女が突とつ如じよ、闇やみ夜よから現れて、教育評論家の頭をあっという間に撃ち抜いてしまったらしい。

　必死に命いのち乞ごいをする秘書に向かって、少女達は、けだるそうに呟つぶやいたという。




「どうでもいいけど、マカロン食べたい」






　あとがき







　お久しぶりの方も、はじめましての方もこんにちは。

　どうも吉田恵里香です。

　脳のう漿しよう炸さく裂れつガール第二巻『どうでもいいけど、マカロン食べたい』をお手にとっていただき誠まことにありがとうございます。

　まさか自分が上下巻の本を出すとは思っていなかったので感無量です。

　超ちよう人気ボカロ楽曲の小説化をさせていただけて光栄でした。楽曲のフレーズ、れるりりさんが込こめられたメッセージを紡つむいでみたつもりです。




　小説を書きながら、エンドレスで脳漿炸裂ガールを聞いていたのですが、おそらく聞く年代によって感じ方が全然変わってくるのだろうなと、しみじみ思いました。できることなら中高生に戻もどって、この曲を聞いてみたいものです。




　とにかく読んでくださった皆みなさんが、Ｗハナの物語を少しでも楽しんでいただけたなら、これ以上の幸せはありません。




　ちなみに主人公の二人、リッチビッチパッチに先生ズ三人の名前はアナグラムになっております（アナグラムが分からない人はググってね）。そんなにたいした意味はないですが、お時間ある方は解読してみてくださいね。




　さて『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』ゲームを巡めぐる物語は、ひとまず区切りを迎むかえますが少女たちの物語は、まだまだ終わりません。




　市位ハナは、あの後どうなってしまったのか？　リッチビッチパッチ、そして『一蓮托生』の仲である、はなちゃんの行く末は？




　新たなる物語がどんな風に動き始めるのか……。

　脳みその端はしっこで気にしつつ、脳漿炸裂ガールを聞いたり、マカロンを食べたりしながら待っていてくださると非常に嬉うれしいです！




　上巻でも述べさせていただきましたが、脳漿炸裂ガールの生みの親であり、お会いしたら背が凄すごく高くてビックリした・れるりりさん。今回も可か愛わいいイラストを描かいてくれた・ちゃつぼさん。いつも相談にのってくださる素す敵てきな編集Ｓさん、関係者の皆さん。いつも支えてくれる家族・友人。

　そして、脳漿炸裂ガール二巻を手にとってくださった皆さんに心の底から「ありがとう×∞」を!!

　ではでは、またお目にかかりましょう。それまで皆さんお元気で♡





吉田恵里香　　
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